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ナチ K a 杏 刊行の 言葉 

支那琪纪を契谀とする 0. 适世界雑新軾の»展に、これに呼應する沁ニ次大鉸にょり、歐洲 
仝 土を ® 仿 « 軸ブロ*クと化し、この世界纪的轉なに、玄2に、英米民主主茬共冏戰線を結 
成せしめ、ィンド、南洋、潦洲、ヵナダ等仝面に瓦 0 对日对趙陣を形成せし》んとする- 

ナチ ス.ドィツは何にょつて、かくも哦询的勝利を獲從したか*これこそヒ*トラ|»統 
が、日»伊防共樞铀にょる、ゲルマン阖 /> 確立にょつて货現し得たものであ9、しかも今や 
英^- 2:攻 «- にょり、ィギ9スの植民地分濰 |1 、更に新し％ 1»: 界授期硪に發捩せんとする。 

まさに 新興 ドィツは、 我が 日本の » 尥を硏究し、日本稱神を肢得して、荒疲せん4する舊 
歐洲に 、新し％ 世界を 迂設せ ん とする* 

かくてドィツを知ることは、日本を知6ことであ9、支た日丰を知ることは、ドィツ *: 把 
a する ことで ある • 

本褒香は、この日本丨ドィツの緊密なる 1«: 界史的 « 佯を名 ^ し、再强化するためにナチス* 
ドィツの本 £ を閗明せんとし、併せて、我が闩本が何を爲すべきかの焦 « » 問題に對する.. 
明® なる 解答を 與へん とする ものである。 



今次 歐洲 戰爭に 於け る ドイツ 軍の 壓倒的 勝利を、 機械化 部隊、 新兵 器 等の 成功に 歸 する もの 
*- ある。 說明が そこに 止まる かぎり、 之は 全く 皮相なる 唯 物的 見解に 過ぎな/ . 

•「持たざる 國 J としての ドイツが、 「土地な き 民」 としての ドイツ人が、 如何にして あの 莫大 
なる 機械化 兵團を 短期間のぅ ちに 整備す る ことが 出來 たか、 如何にして あの 様な 新銳 なる 兵器 
を 作 b 得た か。 又 如何にして その 新兵 器を 自由に 鼷使 し、 兵器と j ti となつ て 勇敢に 戰ふ侵 秀 
なる 軍隊を 養成し 得た か。 

寧ろ胬意すべきはそれ等の黠にある*これ全くドイツの優れたる總カ戰體制の確立、而して 
それを 確立、 運用せ る ナチ ス世 界觀の K 利に 外なら ない • . 



ナチ K の薄珥过酋 

ドイツは革命の勃發、戰敗にょる疲弊混亂にょり、あらゆる方面に於てあまりにも本來のド 
イツ的なるものを多ぐ失った。そしてドイツは社會的政治的經濟的思想的混亂に當面したので 
あった。 この 浪亂の ぅちから、 ゲルマン 民族の 本質を 最も 深く ^ 驗し 、民族に 對 する絕 對的信 
仰ょ b 出發 して、 祖國 ドイツに その 失 ひたる 魂を 再びと り戾 さんと して 起 上つ たのが 實に ナチ 
スで ある* この 目的を 貫徹せ んに は、 國の內 外に 亘る あらゆる 非 ドイツ 的なる もの i 克服. で 必 
要とした。ナチスはその敵を明瞭に認識し、之が擊破に向つてー遇進して行つた。そこには國爭 
なき 政治 もなければ、 SE 爭なき 文化 も藝 術も學 問 もない •あらゆる 部鬥に 於け る 非 ドイツ 的な 
る ものの 克服の 戰が あるの みであった。 政治 も ^ 科 も 學問も 思想 も、 それ ^ を 悉く戰 ひ」 と 
して認識し、その總カそ擧げてこの目镖に沿ぅて組織化し、作用せしめ、すべてをー體として 
舊 秩序 打 E 8 に 向っ S 進して 行っ 奩が ナチ ス であっ た。 

兹に 初めて 莫大なる 資源が 生れ、 新兵 器 か 生れ、 優秀なる 軍隊が 生れ、 而して また この m a 
を M 時 隨處に 、適切に 敏速に 運用し 得た ので ある。 



ナチ K の 地理 建設 も 亦 この 戰ひの ー瑗と して 考へ られね ばなら ない。 ナチ スの 鬪爭の 開始せ 
られた 當時に 於て、 現實の 世界 景觀は 英米 的 秩序に ょつ てま さに 編成し 盡され ん として ゐた。 
而かも世界の地理毕路は、かゝる現實の世界の忠實なる叙述說明に終始してゐたのみか、寧ろ 
この铳觀を神聖犯すべからざるもの、動かすべからざるものとして觀察し、記述し、分析し、 
綜合し、 說 明し、 解 釋する ことを 以て、 得々 として 合理的 科 學的硏 究と稱 する に 至つ て ゐたの 
である。 

ナチ K が ヴェル サイユ 體 制の 桎梏を 斷ち 切り、 祖國 ドイツを 再建せ んに は、 地理に 於け るか 
かる 秩序を 打倒す る ことが また 必要で あつた。 新ら しき ドイツ 地理 學界 は、 その 民族 主莪に 基 
く 地理 觀に 立ち、 歪曲せられ たる 現實 の景觀 を 照 破し、 從來の 地理 的詐 略を 看破して、 ゲルマ 
ン民 族の 嚮ふ べきと ころを 指示 せんとした ので ある。 力 1 ル •ハウス ホ ー ファ ー を 中心とする 
ドイツ 地 政 學者逮 の眞摯 なる 硏究の 如き これで ある。 玆に ナチ スの新らしき地理建設を見るこ 
とが 出來 る。 



ナチ K の 地理 过設 

最近 我が 國に 於て ナチ ス •ドィツの 地 政 學 的硏究 を 紹介す る问が 相當多 くな つて 來た ことは 
悅ば しき 傾向で ある。 併し乍ら この 新ら しき 地理の 根本的 意義に ついて 镯 れてゐ る ものは、 極 
めて 少ない 樣に思 はれる •この 小 著に 於て 企 ® したと ころは、 新ら しき ドィツの 地理 的 建設の 
提底に ある ものを 幾分な りと も 見出さん とする にあつ たが、 何分に も淺學 菲才なる に 加へ て、 
身 邊 多忙、 僅かに その 藩 眼を 示し 得た に過ぎない。 今後の 硏究に 俟つ べきと ころ 極めて 多い • 
切に 大方の 御 叱正を 請 ふ 次第で ある。 

昭和 十六 年 五月 

. 著 者 
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、惠ま れ ざ る ドィツの 自然 
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• I ^ ■ i 1 «# 

p -« b 治に 經海 ic 丈 体に ^: 力に、 目覺 しき 躍進を 遂げつ V ある ナチ ス •ドィツの 今日を 見る 時、 
(人貧は .^ ^ ; 51 ，ゆ. ふを 想像す るか％ 知れない • 

〇 孫，しィィ ^ 1ま^1^秦してしかく惠まれてはゐなかった. 

彼の有名4^すぐマが史令タキッスは、その名著「ゲルマニ.了誌」に於て、紀元後第ー世紀 

如 1 に 描寫 して ゐ る。 



■*. ^1 於^ mibssssoj 阿弗利加、 或は 伊太利 亞の 地を 後に して、 土地の 荒凉 たる、 氣候 
ss ?!t _ ?f -i *^@^_ なる ゲル マ 1 一 I ァ の 地を 指して 急ぐ ものが あらう か」 




と。 更に また 

ー、惠まれざるドィツの自然 
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ナチ 《の地理建« 

「土地は その 姿に 幾分の 變化は あっても、 一般ょり すれば 森林に 蔽はれ て 物凄い か、 或は 沼 
地が 連ら なって 荒凉 たろ もので あり、 しかも ガリ ャ (Gallia; 諸 地方に 面する 方は 港 氣が深 く、 
ノ リク ム (Norlcum) と パン ノ 11 ア (？§§ 3 £* )を望4地方は風が强い」 

とも 述べて ゐる 。なほ その 住民の 生活を 說 明して ゐる 項に 於て は 
「寒氣 と 飢餓には 其の 風土 気候に ょって 馴らされて ゐ る」 

と 如何にも 惠 まれざる ドィツの 自然と、 それと 鬪ふ 住民の 樽 樣を 巧みなる 筆致を 以て 描 n し 
C ゐる • 

(23)「デルマ-|ァ誌 1_ の譯は泉井久之助氏の譯にょる。-|©文」第ニ十ー年第四號昭和五年四月祺©。 

以 上の記事にょってもローマ時代のゲルマ-|アの自然瑁境が如何に慘めなものであったか 
を、 充分 推 ^ する ことが 出來 るで あらぅ •併し これは ひと. り！ 一丨マ 時代 ばかりの ことでは なか 
つた。 現在と 雖も ドィツは 決して 自然に 惠まれ てゐる 地と いふ ことは 出來な い • 



抑 tF イツは 地形 h 槪ね ニつ の 地理 區に區 分す る ことが 出來る 。低 原の. 北 ドイツ、 高原の 南 
ド イツが これで ある。 而して その 北部を 構成す る 北 ドイツ 平原は ナチ ス 以前の ドイツ 領域の 槪 
ね 半ば 近き M 積を 占め、 地形 圖上で は 如何にも 廣大な 肥沃なる 乎 原の 如き 觀が あるけれ ども、 
實は地 質 時代の 水 河 堆積物に よつ て 被 はれた 沼澤の 多い 瘠 地に 過ぎない。 

一體 ml b ， パは 洪積世の 時代に 數回に 亘 つて 氷河に よつ て 被 はれた。 その 分布は 比較的 廣 
汛なる 地域に 及び、 スカン デナヴ イア 半島を 中心とした 北歐 大陸 水 河、 アルプス山脈を 中心と 
したアルブス氷河等があつた。またそ€外に局部的にはカルパチヤ山脈や、中央フランスのオ 
1 ベルニ*、 カンタル 等の 高地に も 認められた。 北 ドイツ 平原は K カン デナ ヴイア 方面よ ゎ 流 
れて來たこの第一の氷河によつて廣く被はれ、堆石の限界はエ，セン、ハルツ、ザクセンの南 
にまで 達して ゐる 。その 結果 氷河の 漂 土 又は 堆石は 廣く北 ドイツの 平野を 被覆し、 氷河 湖は 到 
K- 處に 生じた。 而も 氷河が その 末端に. 淺した 端 堆石 (Elr 95: uell) は斷結 锿 曲した 丘陵 地を 
たして平野の束西にいくつにも連たつてゐる。 

ー、惠*れざるドイツの自矜 
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ナチ K の 地理 建設 

か、 る 土地が 耕作に とつて 良好で ない ことは 勿論で ある。 殊に 氷河の 殘留物 たる これ 等の 堆 
石 や 砂礫は、 耕地を 作る 爲には 出來る だけ 取 除かねば ならない。 實際 ドイツ人 達は 今の ドイツ 
に 定着して 故鄕と 感ずる 様になつ た 第 九 世紀の 頃から 之を 除去し 始めて、 今日まで 營 々として 
努めて ゐるが 、而も 尙ほ取 b 盡サ ない 狀況で ある • 

靑山 一郎 氏は その 名著： 獨逸の 砂 」の胃頭に、この惠まれざる北ドイツ平原を次の如くに述 
ベて 居られる。 

「 …… この 大水 河は その 不斷の 流に 石と 砂と を 運んで、 今日の 獨逸を 作り 成した と 云 はれて 
ゐ る。此砂こそは獨逸を語る 1- に見逃す事の出來ないものなのである。白く瘦せた砂地には赤 
松 •振 •ブナ •白樺と 云つ た 木々 が單 調に 生 ひ 茂つ て、 其處に 一、 獨 逸人 一流の 營々 たる 農作に 
ょつてさへも、馬鈴薯すら三年に一度位しか氣の利いた牧穫を得られないのであ芑。 …… その 
砂に 没 はれた 平原の 中に、 とりわけ 土の 瘦せた 水氣の 少い 地帶が ある。 その 荒野 原が 卽ちハ イ 
デ ( Keide ) である。 而も その ハイデ •には 何十秆 四方と 云 ふ 恐ろしく 大きな ものが ある。 其處 
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には 白い 砂が 所々 に 露 はれて、 稀には 水 河が 運んで 來たと 云 ふ 巨岩が、 靜に 千古の 冷い 謎を 
橫へて居る。草は辛ぅじて生ぇ、木々はカなく伸びて居る。名も知らぬ鳥は頦0に飛べど囀る 
事 も 稀で ある。 …… 」 

か、 る 瘦薄の 北 ドイツ 平原の 南には、 南 ドイツの 高原 地帶が 連なって ゐる •この 高原 地帶は 
太古代 並びに 古生代の 岩石から 成立し、 過去に 存在した 皺 曲 山地が、 殆ど その 极 本まで 侵蝕 さ 
れて しまつた 土地で ある。. 水い 間の 年月に、 或は 押し h げられ、 或は 分裂し、 或は 傾 起し、 或 
は陷沒 して 盆地と なった のみでは なく、 古代の 火山岩の 噴出が あつて、 この 地方の 基盤を なし 
てゐた 元來の 褶曲は 全く 破壞 されて、 いかにも 複雜を 極めた 構造に なって ゐる 。か、 る 高原 地 
帶も 農耕に とつて 餘り 適して ゐない ことは 申す 迄 もない。 

ドイツの 國土の 甚 •た 惠まれ て ゐない ことは 以上の 通りで あるが' 之に 加へ て その 氣候 も 亦 決 
して 良好とは 稱し 難い •大體 が ドイツの 位置は、 日本な どに 比すれば 遙かに 北に 偏して ゐる •ベ 
ル リンの 如きは 北 綽五士 一度 二十 七 分、 ハンブルグは 北緯 五十 三度 三十 三分と いふ 高緯度に 位 rl 

一、 惠 まれざる ドイツの 自然 



ナチ スの地押建 »^ 

して ゐるか ら 、樺 太の 日 ^ 境界線よ h 更に 北に 横は つて ゐる わけで ある。 從つて その 氣溫は 全 
舣として寒冷となってゐるが、而も北部に低く、南部に高いドイツの地形は緯度の低まるにっ 
れて生ずる溫度の增加％打ち消し、南部に到るまで氣溫の恩澤に浴せしめてゐないのである。 
それの みならず 南部が アルプスの 大 障壁を 以て 限られて ゐるこ とは •地中海の 影響より ドイツ 
を 全く 隔絕せ しめ、 氣候的 條件を 一曆惡 くして ゐる 。これ 等の 影響に よって、 ドイツの 北西 海 
h には 大西洋の 暖流が 流れて ゐる にも拘らず、 各地の 一年間の 平均 氣溫 は、 一〇 度 以上に 達す 
ると ころは 極めて 稀で、 一月の 平均 氣溫の 如きは 殆ん どす ベての 地域が 氷 點以 F となつ てゐる 
ので ある。 その上 更に ドイツの 氣候 にと つて 都合の 惡いこ とは、 一年の 大半が # 天で あり、 而 
も 高緯度に 位置して ゐる爲 め、 日. 射 量が 少い ことで ある。 

ドイツの 空は 九月から 翌年の 四月 迄の 間、 一般に どんより と 3 つて、 殆んど 太陽を 見る こと 
が 出來 ない。 五月に 至つ てよぅ やく 一陽 來復を ことほぐ ことが 出來 るので あるが、 而も 北 •トイ 
ツはこの時期に於ても尙充分な日射量は得られず、且っ太陽を仰ぐことの出來るのは僅に四時 
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間 乃至 五 時間 程に 過ぎない* かの ゲ ー テの 『ヴィルヘルム •マイ スタ 1 J の 中に 出て 來る 可憐 
なる 少女 ミニョンの 歌 ふ 「君よ 知る や 南の 國. J の 歌は、 實に ミニョンの ロを 借りて、 ドイツ人 

のす ベて が 抱く 南の 國への あこがれを 現は した ものに 外なら ない* 「 光滿 ちて 惠み あふれ、 

春は 盡きず 空は 靑き 」 と は陰慘 なる ドイツに 於て は 容易に 求めても 得られな い 境地で あ 

った。 

以上の如くドイツの自然はー般に甚だ惠まれてゐない*僅かに、氣候もよく、肥沃な冲積平 
野 ?: なして ゐる 西部の ライン 地溝 帶の みが、 殆んど その 唯一の 例外と 見る ことが 出來 るで あら 
50 

ドイツ人 達は 第 九 世紀の 頃より この 様な ドイツの 地に 定着し、 農業に 從事 する こと、 なった* 
併し乍ら その 土地は 前記の 如く 氣候 的に も、 土壤の 上から も惠 まれて ゐなか った。 從って 一定 
の 土地を 長く 使用す る ことが 出來ず 、常に 耕地 *: 代へ る 所謂 三圃 農法に よらねば ならな 
かった。 而も か ゝる 農法は 住民の 多くなかった 當時に あって こそ 可能で あったが、 その後 次第に 
1 、 惠 まれざる ドイツの 自然 



ナチ*の地瑁建在 

人煙稠密となるにつれ、この耕地を代へる農法も出來なくなつて來た。玆に於てドイツの人達 
はこの 瘦 薄なる 氷河 土壤 を、 不斷の 努力を 以て 改良して 行つ た。 排水 工事を 施し、 森林を 整へ、 
肥料に 注意し、 やがて H ルべ 盆地で 作られる 人造肥料 や、 チ V 硝石 ?: 施して 土壤を 改良し、 ド 
イツを して 世界 有數の 農 產國 とする ことに 成功した ので あつた。 今日に 於て は 瘠 土の 大半は 旣 
に 良 耕地と 化し、 甜菜 をは じめ として ライ 麥 、燕 麥 、馬 鈴薯等 世界の 一、 ニを 爭ふ痄 額にまで 
こぎつける 事が 出来、 又 之に 伴 ひ 甜菜や 馬 鈴薯の 殘 滓を 以て 飼 ふととの 出来る 家畜 類の 飼養 も 
著しき 發 達を 遂 ぐるに 至つ たので ある。 

か V る ことは ドイツ人に しては じめ て爲し 得た ところで あらぅ が、 一方から 云へ ば また …… 
この 痛ましい 事责の 前に ' 獨逸の 砂. I は 何千 年の 間獨 逸人に、 勤勉に して 重厚な、 そして 脔鬪 
的な 性格を 植幺つ けて 来たので ある。 …… (前揭靑山氏著書) > も云ふことが出來る*贲にドイ 
ツ人の沈着。して_毅、不撓不屈の性格は、その風土の所產ではあつた。併し何としてもドイ 
ツ人が 如何に 營 々として 血の 滲む 樣な 努力を 铳 けても、 地力には 限度が あり、 一方に 於て 年々 
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增 加して 行く 人口を、 その 收蓰を 以て 養 ふこと！ i 全く 容易な ことでは なかつ た • 

勿論 他面 ドイツは ヨ 1 B ， パの 中原と も稱 すべき 交通 上の 要衝に 位置して ゐた 。この 事は 
鏵 、石炭、 加 ® 鹽等の 鑛產に 比較的 惠 まれて ゐたこ と U 相俟 ち、 近世に なつてから ドイツを 世 
葬 屈指の 工業 罔に 躍進せ しめた。 併し この ことにょ つて ドイツは、 その 人口を 養 ふに 足るべき 
糧食の みならず、 工業 上 必要なる 原料を も 獲得せ ねばならず、 又 その 製品の 販路を も 見出さね 
ばなら ぬ 樣に なつて 來た。 

「土地な き 民」 としての ドイツ 民族は、 その 必然の 要求と して、 生存 維持の 爲に 必要なる 生 
活 地域の 獲得を 以て、 年来の 念願と して 來た のでぁった • 



一、 * まれざる ドイツの 自然 
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ナチ スの埘珥找設 

ニ、 ドィツ 統一の 困難 

着 

以上の 如黎 イツ Q 生霞樊 S 望に 對し 、一つの 大い なる S が あつた •それは 國土統 
一の 困難で ある。 

一岡 ドイツ 民族は 過去 一千 年 以上に 亘り 、時に 國內に 於て、 時に 外 國に對 して、 祖國 統一の 
爲に戰 ひ 抜いて 來た •實に ドイツの 歷史 は國土 統一の 努力の 歷史で あつたと も 云 ふこと が 出來 
るで あらぅ。 それに も拘ら ず その 國 土は 容易に 統一を 克ち 得る ことは 出來 なかつ た。 ドイツ人 
は 一方に 於て、 文化の 上には 名實 共に ヨ ーロ，バの先頭に立ちながらも、その國土は常に相勉 
對立を績け、第十九世紀初頭の如きは、國土はナポレオンの馬 ^ に跋翔せられ阈民は屈辱 6'' な 
生活に 喘がね* はなら なかつ たので ある • 
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今日 ナチ ス •ドィツは、 自らを r 第三 帝國 j と稱し て ゐ る。 これは 紀元 九 六 ニ 年に オット 1 
一世に ょつ て 確立せられ た 神聖 ロ ー マ 帝國を 以て 『第一 帝 ^ K ビスマルクに ょつ て 統一せ ら 
れた 帝國を 「第二 帝國 J となす に 基く ものでぁる。 第一 帝國は ドィツを 最初に 統一に 導いた 帝 
園で ぁつた“ 然し 乍ら この 第一 帝國 も國內 には 多くの 諸侯が 割據 して 皇帝の 命令は 決して 全國 
に行き亘つてゐたものではなく、近代的な統一!1家と ^ 甚だ性質の異つてゐたものでぁつた。 

この神聖ローマ帝國はその後一八〇六年フランスのナポレオン1世にょつて亡ぼされるま 
で、 八 百年 以上 も 形式 上は 存縝 した •併し 實質 的には 帝權は 幾許 もな く 衰退し、 その後は 諸侯 
の對 立と 宗敎 問題 等と が 錯綜して 政治 狀態は 粉糾 を續 け、 帝國は 僅に その 形骸の みを 殘 して ゐ 
たに 過ぎなかった ので ある。 

殊に 第 十三 世紀に 於け る 成 吉思汗 戰爭に より、 神聖 ロ ー マ 帝國の 崩 壞は 殆んど 決定的と な 
り、 その後 間もなく 十八 年間に も 及ぶ 大空 位 時代 (一二 五六 年丨ニ 一七 三年) すら 招來 したの 



である。 



ニ*ドィツ«1の困難 
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ナチ スの地理达設 

第 十六 世紀に 至り かの マルチン •ル， ターは 宗敎改 革の 叫びを あげたが、 これ も ドイツを *> 
1 マ敎 # の 81 絆より 解放し、 紛爭狀 態の 祖國を 統一へ 導かん とした 一っの 運動で あったと も 見 
ることが出來るであらぅ*併し乍らこれは政洽的內部抗爭に加へて、吏に宗敎上の對立をも生 
じ、 ドイツ 國を 焦土と 化せし めた 三十 年 戰爭を 惹起せ しむる 結果と なった* 一六 四 八 年、 ウエ 
スト ファリアの 和議に よつ て、 その 血 腥い戰 の 結果は 漸くつ くこと とはな つたが、 その 結果 ス 
ウイ スと オランダとは 獨立國 となつ て ドイツより 分離し そ 又 ドイツ 自身は フランス や スウ* 1 
デンに領土を割讓し、爾來ナポレオン時代に至るまで全く無氣カ、無統一なる、名ばかりの存 
在を 校け たのであった* 

この間 ブ D イセ ンの 勃興が あり、 ブ n イセ ンを 中心とする ドイツ 統一の 基礎を 樹立す ると こ 
ろが あったが、 普 填の 對立 拮抗は ナポレオンの 來襲に 遭っ ては 忽ちに して 慘 敗し、 オット ー 大 
帝 以來の 光榮を 細々 ながら も 把持し 来っ た 神聖 n 1 マ 帝國 も、 遂に 敢 なく 崩壊し 去つ たので 
ある* 
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その後 ナポレオンの 壓政に 堪へか ねた ドイツ 國民の .愛 國的 熱情は、 祖阔擁 課 運動し •なつて 备 
地に 現 はれた。 かの フィヒテが 有名な r ドイツ 國民に 吿ぐ！ 」 を絕 叫した の もこの 時で あり、 

シ ■'タインが ベルリン 大學を 起し、 當代 一流の 學者を 招いて ドイツ 學界の 中心たら しめ、 ゲル 
マン民族の爲め學問の獨立とドイツ國民的觀念の養成を圖つたのも亦この時代であつた丨 
やがて 普、 填 兩國 は英露 と 同盟して 一八 一三 年' ナポレオンを ワ ーテルローの戰に擊破する 
ことが 出來 た。 併し ナポレオン 沒 落後の 前後 處 置を 議した ウイ ー ン會議 に 於て、 ドイツ 國民の 
念願と して ゐた國 土の 統一 も 自由 も、 相 變らず 少しも 成就せられ ると ころは なかつ た。 ドイツ 
は 依然として オ ー スト リア、 プロイセン 、バイエル ン等 三十 五の 君主 國と 四つの 自由 市と に 分 
割せられ、 た 7 それ 等が オー スト リアを 盟主と する ドイツ 聯邦と い ふ 組織を 形成した のみに 止 
まつた ので ある。 爾來 ドイツ 國 民は 如何にして 他國 の® 制ょり その 自由と 統一と を ドイツに 齎 
すべき かに 再び 惱ま ねばならな かつた。 

他國 ょりの 壓制 干渉を 却け、 ドイツ人の ドイツと しての 自由と 統一を ドイツ 國に 確立した 人 

ニ、ドイツ«ーの困» 
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ナチ X の 地理 «設 

こそ、-實にビスマルクであつた。今日ナチス.ドイツは、前記の如くビスマルクの統1帝國を 
「第二 帝國 J と考 へてゐ る。 然し 乍ら ビスマルクの 第二 帝國も 亦 必ずしも 理想的なる 統一 國家 
ではな かつた。 ドイツ 第一の 大國で あり、 晞 史的には 常に ドイツの 代表と しての 役割を 名實共 
に 果して 來たオ ー スト リアは 全然 これから 除外せられ てゐ たと 共に、 新 帝國に あつても 尙ほ從 
來の 聯邦 制度を 完全に 克服す る ことは 出来な かつた。 ドイツ 統一と 共に 從來の 聯邦を 形成して 
ゐた 各國の 主權は 一應 新しい 帝國に 移された とはいへ、 而も 尙 プロイセン、 バイエル ン 等各國 
の 國 別は 全く 消滅して しまった のでは なく、 各 e 從來 の阈號 と 君主と を 保有し、 夫々 の 政府と 
議 會とを持って、依然その地方の庹接の政治に任じてゐた。而も新帝國は專らビスマルクの所 
謂鐵血 政策の 名を 以て 呼ばれた プ n イセ ンの 武力に ょって 成立した もので あった。 强壓の 結果 
の 統一で あり、 そこには 多くの 無理が あつた。 南獨 地方の 各 聯邦の 如きは 元來オ ー スト リアに 
味方して居り、たぐブロイセンの武カにょり止むなくその覇權を承認したものに過ぎなかつた丨 
勿論 當時に 於て はか、 る 武断 政策に ょらねば 最早 ドイツの 統一は 不可能で あったと も考 へられ 
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る •併し この ことは やがて その 武力の 消滅と 共に、 國宋 組織の 解體 せらるべき 運命を 撙うて ゐ 
たので あつた。 第一 次歐洲 大戰に 於け る ドイツの 敗北、 革命の 勃發は ドイツ 阈內を 鼎の 沸く が 
如き 混亂に 蔭ら しめたので あつた* 

以上の 如く ドイツ 民族は 民族的には 極めて 優れたる 文化を 有しながら、 その 民族的 優秀 性に 
相應 する 政治的 經濟的 地盤を 容易に 確保す る ことが 出來な かつた。 之には 多くの 理由を 擧げる 
ことが 出来る であらう* 思想 的、 殊に 宗敎 的關 係から も、 又 政治的、 經濟 的關 係から も、 それ 
等を 說く ことは 出来ょう。 殊に 近世に 於て は、 ドイツの 廣 地域 圈を 確保す る ことにょ る 強大を 
恐れた 英 、佛等 が、 ドイツ 國內 の宗敎 上、 經濟 上、 或は 政治 上の 對立關 係を 機會 ある 每に 巧み 
に 利用し、 之を 小 地域に 分割せ しむべく あらゆる 努力を 傾注した 點など は、 その 最も 有力なる 
理由と して 看過し 得ない ところで あらう。 恰も 第 十八 世紀、 ドイツが 舊敎を 代表す る 南部 オー 
スト リアの ハ ブス ブルグ 家 «： 中心として、 漸次 統一へ と 向つ て 行つ た 際、 之と 對抗し 得る 有力 
なる 勢力と して、 北方 ドイツに 新敎を 奉ずる ホ ー へ ンツ オル レ ルン 家を 中心とする ブ a イ セン 
ニ、ドイツ«1の因雔 
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ナチ K co lft a ll d 

が 急速に 勃興して 來： ，事 實の 如きは、 この間の 事情を 如實に 示して ゐる 一例で ある • 
併し乍ら今それ等の理由をー々誅議立てすることは本害の目的ではない。た ^ ここに於て一 
言觸れ たいことは、 それ 等の 理由の 根底を なす ものと しての ドイツの 自然環境の 影響に ついて 
である。 

それには ドイツの 位置と その 地勢と が 考 へられる •ドイツの 位置に ついては ハウス ホ ー フ T 
ルは 次の 如くに 說 明して ゐる • 

「 r イツは 歐洲に 於け る 中央の 領土で ある •これ こそ ド パ ツの 位置に とつて 動かす ベから ざ 
る 事實で ある。 ドイツの 領土は 他の 列强の それの 如くい かなる 側面 も 解放され ては 居らぬ。 ド 
イツの 門戸の 前には 擴大の 可能性は 些か もない •すべての 側面は 傳來の 大なる 文化 國に ょって 
とりまかれて ゐ る。 卽ち 他の 諸 强國が ドイツを 包圍 して ゐるの だ。 …… たえず ドイツは あら ゆ 
る 侧面の 重壓に 曝され、 たえず 大なる 隣 國 (それは 敵と なる 可能性が ある) の觸 手の 延びて ゐ 
る 所 あり、 又 他の 何ら かの 世界的 强國 ょりも 更に 一 層歐洲 の狀 態に 左右され てゐる • …… j 
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(Hauahofer: Die Grossmuchtrevor und iiacli dem weltkrlei?e) 

この 他 $ょゎ影费され易い位置にあつたことが英佛等の千涉を引起し、ドイツ國土の統ーを 
困難ならしめて來た點は確かに大きい。併し英佛等がドイツに對し干渉をなし得たのには、更 
に その 根底と して 國內に 干渉され 易い 間隙を 多く 包藏 して ゐた が爲で あり、 この間 隙を 生じた 
根底には ドイツの 地形が 考 へられね ばなら ない。 

ドイツの地形は旣に前項に於て述べた如く、北部の低原と、南部の高原とに大别することが 
出来る •その 中で 北部の 低 原は 比較的 單 一な 地形を なし、 從って 統一 せらるべき 可能性は 多分に 
存し てゐた •プ D イセ ンの 比較的 强 力なる 統一を 爲し 得た のには、 か V る 地理 的 瑁 境が 與って 
力 あった 次第で ある。 之に 對し南 ドイツは 地形 極めて 複雜で あり、 多くの 小國 家を 形成す る傾问 
が强 かった。 か ゝる 南北の 地形 上の 相違は、 北部が 海洋との 利害 關係深 きに 對し 、南部が 全く 
大陸的頊境に生活してゐたことと相俟つて、政治的にも、經濟的にも、また宗敎的にも、ドイ 一 
ツの 統一を 困難なら しめて 来たので ある。 この間 隙を 巧みに 利用した のが 英佛で あり、 こ、 に 19 



ナチ X © 地理 建設 

ドイツ 統一の 困難 さは 一層 加は つて ゐたの である • 

要するに ドイツ 統一の 困難な りし 理由の 根底には 、ドイツの 自然の 拘束 性が 與つて 力 ありし 
ことを 忘れて はならない。 オット ー 大帝 も、 ビスマルク も、 この 自然の 制約を 根底に 於て 打ち 
破る ことが 出來ず して、 遂に 滿 足すべき 統一を 實現し 得な かつた ので ある。 

か、 る 自然 的 拘束 性を 克服して、 玆に 有史以来 最初の 完全なる 統一 國家 としての ドイツ 帝國 
を實現せしめたのが、實にナチス.ドィッの「第三帝國」でぁった。然らば如何にしてナチス 
はこの 自然の 拘束を 乗越え て 統一の 彼岸へ と 到達す る ことが 出来た ので あらう か。 その 根底 的 
たる ものと して こ、 に 世界 觀の轉 換を考 へねば ならない • 



0 
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三、 ナチ ス にょる ドィッ 國土の 統一 

すべてものには相反するニ面がある。しかもこのニ面は同時に存在すると共に、別個のもの 
ではない。 お 互 ひに 含み 含まれる 關係 にある ものである。 それは 力に 於け る 一， 作用」 と 反 作 
用|とを考へれば值ちに詩解し得る問題である。作用と反作用とは全く相反するカである。而 
も 作用がなければ 反作用 もない。 作用が あつて はじめて 反作用が 存在し 得る と共に、 作用が あ 
れば 必然的に 反作用を 伴 ふ。 而して 作用が 强大 となれば なる 程、 反作用 も 亦 これに 伴 ひ 必然的 
に增大する。作用と反作闬とは、兩者全く相反するカでありながら、而もお 5: ひに含み含まれ 
てゐ o 闢係に ある ものに 外なら ない。 

「表」、 「裏」 とい ふ も 之と 全く 同じ 關係に ある。 表と 裏とは 全然 反 對の 側に ありながら、 而 

=;、 •ナチ ス にょる ドィッ H 土の 統一 
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ナチ X の地理建 » 

も 表がなければ 袅は 存在し ない* 又 表が あれば 必然に 裏が 存在して ゐる • 

か、 る 關係に あるに も 拘らず 、作用と 反作用と を相對 立す る 別個の 力で あるかの 如くに 考へ 
しめ' 表と 裏と を 切 離して 表の みに よつ て 萬 事を 規定 付けん としたと ころに、 近世 自由主義の 
謀略が 潜んで ゐるこ とを 知らねば ならぬ。 今 「海洋」 とい ふ 問題を 取上げて 考 へて 見る。 海洋 
は 一方に 於て は 確か S 斷的 性質を 有して ゐる •す スト ラ； の 人類 や 動植物が 他の 大陸と 
非常に 異なつ てゐる の も、 新 大陸が 長い間、 ョー ロ， パ 人の 地理 的 知見の 外に あつたの も、 又 
洋島 中に 舊き 文化が 殘 されて ゐ るの も、 海洋が 交通 上 大なる 障碍を なして ゐたが 爲めで ある • 
我が 國が 不敗の 地位に 位する とい ふの も、 四圍頊 海で ある ことが 與つて 力 ありと 云 ふべき であ 
る。有史以前の住民のぅちには、海濱乃至は湖岸に近い淺い水中に杭を立て、、その卜に丸太 
と 樹皮と で 小屋を 設けて 安住の 場所と して ゐた もの も あつた •これ も 全く この 海の 遮斷 性を 利 
用して 外敵の 侵入を 防止せ ん とした ものである* 

并し 乍ら 他方に 於て 海洋は、 陸地の 境界が 夙に 交通 や阈 家の 發 達を 阻んで ゐる とき、 遮ぎ る 



ものな：海面の達する限り一樣なる狀態で廣ぇと擴がつてゐるノこの海のっ均一性しと廣さ」 
とは 陸地に 得られない 特色で あり、 海洋は 實に 限りなき 交通路を 人類に 開放して ゐる •ラ， ツ 
エルは その 「海洋 論」 に 於て、 海洋を 「民族 發展の 源泉」 と 見做し、 世界に 重きを なさん とせ 
ば 海と 結ばざる ベから ずと 論じ、 又 海上 交通の 根本的 障碍と して 擧げ られる ものは 只 だ 流氷の 
みで あると 述べて ゐる。 ( fa atzel: Das Meer als £) uelle der v c: lkergr g : se.) 

海洋は もし 之を 渡る 舟と、 それを 橾縦 する 勇敢なる 人と を 得れば 交通の 容易な、 發展 的なる 
ものである • 

以上の 如く 海洋には 遮 斷 性と 發 展性と いふ 全く 相反す る 性質が あるが、 それらは いづれ も 一 
つもの の ニつ の 面に 過ぎない •消極的なる 民族は そのぅちの 海洋の 遮 斷面 のみを ながめ、 發展的 
民族に あつて は 主として その 發展 面を 見る •而 して 發展 面を 見る 民族に あつて は、 そこに 必然 
的に 海上 交通 機 關 、航海術 等の 發 達を 促し、 又發 達せる 交通 機關 、發 達せる 航海術は 一潛 その 
民族を 發展 的なら しめる • 

三、 ナチ スに ょる ドィツ 國 土の 統一 
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ナチ スの地珣建設 

我が 國民の 如きは 嘗ては この 海洋を 最も 發展 的に 考 へて ゐた 民族で あらぅ •上代に 於け る黑 
潮 文ヒ圈 のことは 暫く おくと しても、 中世より 近世に かけて 我が 國 民は 海上を 我 か 家と し V 海 
洋に非常なる ^ 展を遂げ、航海術、船舶等も之に伴ひ高度に發達した。所謂^八幡船隊」が之 
である •彼等は 南支那海の 山な す 波窃を 突破し、 堅牢なる 支那 沿海の 城塞を 擊 破して 深く 長江 
を！ V 、 さらに 北は 沿海州、 朝蚌 •南は 廣 東、 廣 西、 海 南 島、 印度支那、 マレ ー 半島にまで 到 
り、 廣範圍 に 亘る 制海權 を 掌握して 强 力なる 歐洲の アジア 侵略に 對し 堂々 たる 反 轚 を 加へ、 容 
島に南洋、支那侵略 5: 可能ならしめなかつたのである。更に『國史眼 |-. の江戶時代初期の我が 
國外國 交通を 叙す る條に は 

「是ノ 時 マ デ ハ 我 船舶の 製頗ル 堅牢 ナリ 、三桅 ヲ設ヶ 漆髹 ヲ施シ 、人ヲ 載 スル 數百 人、 操 舟 
ノ術 S 熟シ 、亞米 利 加 (新 西班牙 ごー航 スル-一至 ル。 時人 之ヲ 御朱印船 ト 稱ス」 

と あり、 支那 南洋 方面の みならず、 勇敢なる 邦人は 當時 太平洋を も來往 して ゐた ことが 窺 はれ 
るので ある。 現在 それ 等の 航海 記錄の 保存せられ てゐる ものな く、 世界 探檢史 h 太平洋 航路 も 
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亦空しく丙洋人にその名をなさしめてゐるが、當時白人等の航行した太平洋は槪ね熱帶以南に 
過ぎす、 實に第 十六、 七 世紀に 於て 今日の 北太平洋 航路を 開いた のは 全く 我が 日本人で あつた 
ので ある。 

(石橋 五郎 博士 「太平洋の 地理 的 意義」 地理 敎育 第三 十二 卷第 五號 昭和 十五 年 八月) 

以上の如く我が國民は近世初頭までは海洋を極めて發展的に見て、旺んに發展したのであつ 
た。 それが 銷國に ょつ て 海から 遮断せられ る樣 1- なつて 以來 、海を 遮 斷的に 觀ず るに 至り、 爾 
來四面瑷海のぅちに生活しながら、全く陸に執着する國民となつてしまつた。開闽後に於ても 
三百 年の 鎖 國的考 へからは 容易に 脫 却し 切れず、 所謂 「島國 极 性」 ¢0 發展 的氣魄 に 乏しき もの 
多き は 誠に 遺憾と すべきで ある。 而も 我が 國に® I を 探らし め、 我が 國民に 退嬰的 氣 持を 與へ 
たの '-».- ‘實にィギリスであつたことを思ふ時、ィギリスの我が國に對する攻勢の遠く且つ深きに 
驚かずに は 居られない。 

m 、 か V る 海洋の ニ 面 的 性格と 同樣 なる 關係が 、土地の 拘束 性の 場合に 就いても 考 へられる 

三、 ナチ スに ょる ドィツ 58 土の 統一 
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ナチ K の 地理 建 * K 

ので ある。 

前記の 如く、 ドィツが 容易に その 國土の 統一を 實 現し 得な かった のには、 その 棵底に 複雑な 
る 自然環境が あつた ことは 疑 ひない* 併し 國土の 統一を 妨 ぐると 考へら れてゐ る この 土地の 拘 
束 性 も、 之を 見る 立場を 轉換 する に 於て は、 恰も 海洋の 蘇 斷性が 發 展性と なる が 如く、 反って 
强 力なる 統一への 原動力たり 得る ものである。 卽ち區 割せられ た 各部 分より 萬 事を 見ん として 
ゐる 間は その 埒外に 出る ことは 困難で あるが、 逆に 全體的 立場より 各部 分を 見るならば、 各部 
分は 反っ て全體 に 於け る 部分と して、 夫々 の 個性を 全體の ぅちに 活かす ことが 出来る。 而 して 
その 際 各部 分の 特殊性が 全面的に 活動す る ことによ って、 全體が 全體 としての 機能を 敁も よく 
發揮し得るのである。云ひ換へれば全體的立場に於ては各部分が特殊的であれぱある程、それ 
は 一册 全 ft に 結びつく こと、 なる。 卽ち こ、 に 土地の 各部 分に 對する _ 性 、分散 性は、 全 ^ 
に 對 する 結合 性、 發 展性へ と轉換 する の である。 

ナチ スの全體主義は實にこの「全體」に先づ着眼したものに外ならない。「個人の ;1 命が全 
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體の運命を作るのでなく、全髅の運命が緦ての個人の運命を決定し構成するものである」之ブチ 
スは 主張した •(一九 三 〇年八月ケルンにて行ひしヒ，トラーの講演)その際ナチスはこの全 « 
を 抽象的、 普遍的に 考へた のでは なくして、 具體 的なる ドイツ 民族 乃至 ドイツ 國家に 求めた •而 
も ナチ K に あつて は その 民族と 國家 とは 不可分の t ので あり、 民族主義に 基く 國家 論が 主張せ 
られた。卽ち彼等にょれば文化を形成するカは本質上民族自體の中にあるのであつて、6家は 
この 民族の 保存 並に 向上を その 最高の 任務と すべきで ある* 而 して 民族の 混合は その 民族を® 
落せし むる が 故に、 一民 族を 以て ー國 家を 形成すべき であると 云 ふに ある •そして 彼等は 民族 
及び 種族とは 無關 係に 構成され て ゐる阈 家を 形式的な メカ- ーズム として 非難し、 又 各 民族 間の 
M ft の 差等を 主張して ー總て の ものに 優越せ る ドイツ 」 (a n c tachlandaber Alls ) の 確信に 
基き、 ドイツ人からの み 成る 大 ドイツ 國の 結成を 主張した ので ある* 

要するに 世界に 冠たる ドイツ民族と、そのドイツ民族の祖國であり故鄕であるトイツ國と 
V * ふ 信念ょり 出發 したの が ナチ -* 、 である* か、 る考 へは 先づ 個人を 前提と して 阈家 を考 へた從 

三、 ナチ スに ょる ドイツ 38土の統1 
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ナチ スの 地理 建設 

來の自由主義的、個人主褰的立場とは全く對踗的なものであり、個人ょりも國家民族を重んじ 

て先づ國家、民族を考へ、ドィツ國民に對してはこの同家民族-て-對する結對の雜務と服從とを 

要求したのである。 

「各人の 活動は 全體の 利益に 反する を 許されず」 とは ナチ ス網領 第 十條に 規定して ゐる とこ 
ろで ある。 而し てこの 同 民の 義務と 服從 とは、 歸する ところ ドィツ 國民の 一人一人を 眞に 活か 
す 所以で ある 事を 知つ たので ある。 

ヒ ，トラ ーにナチズムとナチズム運動の萠芽とを與へたフエーダーは「ナチス綱領とその世 
疼 觀的 根本 思想 」に於て全體主義を次の如くに說明してゐる。 

「我 * ナチストは、それ故に、率直に簡單に誰にも理解し得らる、言葉で「私益ょりも公益 
を 」と主張する。全體の爲に、國民全體の組織內に勤務するー員として、各人がょり髙き生活に 
目 ® めた 時、 その 時 初めて 各人は— 各自 その 持 場に 於て ー眞に その 國民 のょり 高き 全體の 中に 
組織され、 その 時 初めて 眞 の社會 主義 H 共同！^ が、 卽ち眞 の 生活が 理解され 獲得され る •こ 
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C 挞本觀 念の 支配の 下に 於て 始めて 今日の 掠奪 經濟の 中から 全體の 利益の 爲に 、從 つて また 备 
個人の 利益の 爲に 充分 組織 立てられた 有機的な 國民絰 濟が 生れ 得る の だとい ふこと を 認識す る 
であらぅ」 

フ H 1 ダ ーの以 ヒ の 主張は 經濟 面を 主として. 述べた ものであるが、 政治、 文化 等に 於ても 同 
様な ことが 云 はれる わけで ある。 かくて ナチ スは 全體卽 ち 民族 國家 に對 する 個人の 服從を 要求 
したが、 一方 それ 等を 運用す るには 上からの 强カ なる 統一 力 指導力を 必要と する* それが ナチ 
スの謂 ふ 「指導者 原理」 である。 ナチ スに ょれば 國家の 生活は 絕 えざる 戰で あり、 市民は 政治 
的 兵士で あ .0指揮官の手に於ける道具に過ぎない。ー^の民主的國家では政治的機關はおょそ 
その 下に ある 人民に 對 して 責任を 持つ ので あるが、 ナチ スでは 軍暖に 於け るが 如く、 すべての 
市民は その上の 者に、 而 して 結局は 最 尚 指 棟官に 對 して 責任を 持ち、 下の 者に 對して は 命令 權 
を 行使す るので ある。 * 

ヒ ，トラ ーは 「我が 鬪爭」 に 於て 指導者 原理に つき 次の 如く !- 述べて ゐる。 

三、 ナチ スに ょる ドィツ E 土の 統一 
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ナチ K の地押逑設 

「最善の 阈家組 織 及び 阈家 形態は 敁も 自然 的に 國民 共同 體の 最も 優秀なる 人物に 指導 的 地位 
を與へ、且つこれを尊重するが如き阈家である」「そこには虻早や多數決は存しない。只全貴 
任を 負へ る少數 の 優秀なる 人物が あるの みで ある。 !3, at (相談) ( # 議) とい ふ 言葉は 再び 本 
来の 意味に 歸る 事と なる •若干の 人物が 側に 相談役と して ゐるが 、最後の 決定は 唯一 人の 人 
物が 之を 行 ふので ある」 「嘗て ブ B シ ャ 軍隊を して ドィツ 國民の 驚異 約 武器たら しめた 所の 原 
則、卽ち各*^の指導者は下に向つて權威を持ち、上に向つて責任を負ふといふ原則こそは將 
來 移して 以て 我國の 憲法の 全 構成の 根本 原則たら しめねば ならぬ」 と。 

jBC ム 口 は 下からの 力に よつ てでは なく、 上からの 力に よつ て 動力され ると いふと ころに 一指 導 
者 原理 |の拱本性格がある。かゝる原理の 1*. に立つてナチスは着々と國家組 & の拱本 1 , ! , - 建直し 
を實踐して】了 0 た。ヒ，トラーが宰相に就任後僅にニヶ月のー九三三年三月三十ー日には「国 
による 各 邦の 劃一 支配に 闕 T 暫定的 法律」 (VOH SK UAgs Gestz Sr Glelcyshaltuni? 
ユ er LUmlermit dem Reich) を 定めて 各郭讓 ^- は讓 ^ の過半 ^ をナチブ漢員をじブ # ;/' -… 
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やぅ 改組し、 更に 同年 四月 七日には 「國に ょる 各 邦の 劃一 支配に 關 する 第二 法律- (Nweltea 
o esetz fUr Gleichschaltun KJ der Lender mit dem Reich) を 發して 各 邦に 中央政府の 灌 
限を 代理 行使す る 聯邦 抚官 (Relchstatthalter) を 任命して 施政 全般の 監視を なさし め、 以 
て 中央の 政策を 强く各 邦に 反映せ しめた • 

越えて 一九 三 四 年 一月 三十日、 卽ち ナチ ス政府 成立 第一 週 年 記念日には 國會に 於て 「ドイツ 
國新様 .成に 關する 法律」 (Gesetzliber den 2: eubau des Relchs) を 可決し、 卽日 ドイツ 國 
參議院 の 同意を 得て 公布した •この 法律は その 名の 示す 如く ドイツ 國の 基礎 組織の 徹底的 變革 
を 意味し、 各 邦は 舉げて 中央政府へ その 自主 高檷 5: 移して これに 從® し (同 法 第二 條) 、聯邦 統 
宫はそ のま ゝに 內務 大臣の 職務 上の 監督 下に 邦 長官の 地位を 與 へられ (同 法 第三 條) 、而 して 邦 
議會 は廢 止される に 至つ た (同 法 第 一條) ので ある。 爾來 ドイツ 國は ドイツ 冬 年の 癌で あった 
聯邦 制 阈家の 形態を 脫して 多年の 夢は 實 現され、 名實 ともに 中央墘 權的國 家の 性質を 帶 •ひるに 
至った。 ドイツ 史上 まさに 空前の ことで ある* その 結果 從來 中央政府に 於て 立法 及び 行政に 

H 、 ナチ X IC ょる ド イ， «土 0 统1 
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ナチ K の 地理 tt 设 

關 して 各 邦の 利益を 代表して ゐた ドイツ 阈耷議 院は廢 止され、 「各 邦の 闷 籍は廢 菜 せらる、 ドイ 
ツ國 民は 唯一の ドイツ 阈籍を 有す' ドイツ 阈籍 は內務 大臣の 認可に よつ ての み 授與せ ら る」 る 
ことと なり (二月 五日 命令)、 司法裁判に 就ても 「すべての 裁判所は ドイツ 國民の 名に 於いて 判 
決し、司法大臣は司法權ハ中央政府への移讓に必要なる規定を設くる事を得」(ニ月十六日法 
律) る こと、 なり、 中央に 統制せられ るに 至つ た。 か、 る 政治的 統一と 共に、 經濟 的に も、 文 
化 的に も、 また 軍事的に も、 同時に 中央 钯權的 態勢が 樹立せられ て 行つ たことは 申す 迄 もない。 

かくて こ、 に 强固な る 中央 吏 _權 的 ドイツ 國が 建設せられ る こと、 なつた。 之に より 從來 分散 
して ゐた各 邦の 特色は 反つ て 活かされ、 各 邦に 於て 今迄に 蓄積され 来つ た ヱ ネル ギーは 統合せ 
られ 、全體 としての 一大 ラ不ルギーを構成するに至つた。このことは更にー層备邦を中央に結 
びつ ける 結果と なつた ので あつた。 

か ゝる 成功を 收め 得た のは、 ドイツ 國 民の 全 ^ 主義に 對する 理解の 徹底と、 また 實に 「指導 
者 原理」 に 基く 確信に 滿ちた 政治の ^ 用に あつたと いふ ことが 出来よぅ。 而も か 上 ぐ指 導 者 原 



—32 



理に 基く 政治 W 、 蹲 ^ 逡巡 丁る ところな く阔 民に 强 行し 得た のは、 一に 世 取 觀の 轉換 ありし が 
故で あつて、 在来の 個人の 立場ょ o 全體を 見ん とする 自由主義 的 個人主義の 立場に 於て は、 到 
底爲し 得な かつた ところで あると 共に、 また 思 ひも 及ばな かつた ところで ある" 

之を 要するに、 ドィツ 0 自然 的 拘束 性が、 曾ては その 聯邦 的 性格を つくる 要因で あつた。 し 
かるに 世界 觀 0 轉換 は、 この 自然 的 拘束 性を 贏して、 却つ て铳 一に 於け る 個の 全き 活動に 轉 
じ、 更に カ强き 結合を 完成す るので ある* しかして 斯かる 世界観の 轉換 は、 更に その 指導者 原 
理 ;1 、ドィッの地政學的頊境と、更にはナチスにょる不斷の鬪爭の結果として鉍らされたもの. 
なので ある。 



三、 ナチ X に ょる ドィツ！ 3 土の 統一 
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ナチ K の 地理 遠 設 

四、 生活 地域の 要求 、 

十 世紀 以上 も、 求めても 得られなかった ドイツ 民族の 組織的 統一 同家、 卽ち ナチ ス が 一九二 
〇 年來の 願望でぁった 「第一 ニ 帝 國 L の 理想は、 遂に 實 現を 見る こと V なった •こ、 に ドイツ 民 
族の これ 亦 宿願た る 生活 地域に 對 する 要求が 眞劍に 考慮せられ る 段階と なって 來たの でぁる。 

之より 先き ドイツは、 敗 戰の結 果その 領土を 多く 喪失した 上に、 ヴ * ル サイ ユ體制 の鑠錤 に 
よ 令て 十重二十重に 縛 られ 身動き も出來 ぬ狀 態に 置かれて ゐ た。 卽ち大 戰の 直接の 結果 
として} 八 〇 萬 人の 壯 丁を 失 0 た ドイツは、 更に ヴ* ル サイ ユ _ によっ て、 民族自決 主義の 
名の 下に、 エルザス • a 1 トリン ゲン、 オイ ベン、 マルメ デイ、 シ H レス ウィッヒ、 東 ブロ イ 
セン (一部)、 西ブ n イセ ン (一部)、 ポ ー ゼン、 上シ レジェン (一部)、 ダン チ， ヒ等 、多く 
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の 領土を 奪 はれた •その 面積は ドイツの ヨ i て ハ 本土に 於け る 領土の 一-一％ 人口は-」％ 
に相當 し、 その 中には ドイツ 農民が 長年 月に 亘り 血と 汗と にょつ て 開 望した 耕地の 一四％ 並 
びに 近代 . H 業發 達に 不可 缺 S — 源た S •石炭の 產 地が 多く 含まれて ゐ た。 炭坑は 從來ド 
イツの 所有して ゐた 一九％ (ザ丨 ル— すれば ニ 六％)、 鐵 山は その 七 五％ 1 ゐ た。 而 
も 民族自決 主 S ドイツ 側— しては その 適用— 否 f れ、 Is 合— めれ ず、 5 

て 分割せられ た 領土の 中には、 多くの ドイツ 民族が、 f 少數 民族と して 淺留 する 結果と なつ 

% 

上つ でぁる • 

ドイツは 以上の 如く 本國 四周の 要地 並びに その 民族— しめられた のみに 止らず を 
了メ” 力、 アジア、 大洋 洲に 一旦つ て 所有して ゐた 海外 植民地— 一切の 權利— 亦拍 楽す 
ベく 强要 f れた el つた。 そ s 上 身— るに 足る •へき 武裝 す— 許されず、 又 所謂 天文 學 
的 救 字と 音れ る 莫大な— 償金を 課 f れ？— 人の ょく 知 1 でぁらぅ 

たぶ さへ そ si が惠 まれて はゐ なかつ たのに 加へ て、 でる 狀態 s 下 S て ト イツ* 
四、 生活 地域の 要求 
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ナチ*の地理建 |» 

その 國民 のす ベて を莽 ふことは、 殆んど 不可能な ことで あつた •而も 次第に 深刻と なり 來つた 
大戰 後の 世界 不況は、 勢 ひ 從來同 際 通商 h 重要なる 地位を 占めて ゐた 諸國 をして、 相 率 ゐて自 
國產業 乃至 質 易に 對 して 漸次 保護 政策を 强 化する 方向に 向は しめ、 法外た 關税 V 割 笛 制度を 課 
し、 爲替の 制限 や 清算 協定 等を 採らし むる に 至つ た •この ことは 多くの 領土を 失 ひ、 その 活動 
の 地盤を 喪失した ドイツに 對 して 一層 甚大なる 打擊を 與ふる ことと なつた ので ある。 

かくして ドイツ 民族の 生存 維持の 爲に 必要なる 生活 地域を 獲得せ ん とする 要求は、 第 I 次歐 
洲大戰 後一 層切實 なろ 問題と なつて ゐた •新 ドイツ 民族の 聖典と 稱せら れてゐ る ハンス •グリ 
ムの r 土地 かき 民 」は、恰もドイツがかの惡性インフレーシ"ンの混亂を漸くにして切拔け再 
びその 闺围を 見廻す 餘裕を 生じた 一九二 六 年の 作品で、 土地な き 民と しての ドイツ 民族の、 肺 
腑ょり迸り出た叫びを代表するものに外ならない。その3頭に次の如く書かれてゐる。 

「さて、 この 小說に 描き出される 人生の 蔭には、 往々 世の中に 見ぅ けられる ごとく、 一介の 
人間の 迪 った道程が民族の運命をくりひろげてゆくやぅに、われわれ獨逸民族の共通の遝命が 
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赤裸* の 相貌を あらは してを り、 從って われわれの かぎりない 大きな 問題を ここに 大觀す る こ. 
ととなる の だ。 これ こそ、 この 書物の 生れい づる 前に、 もろもろの 鐘が 鳴り響かねば たらない 
所以である。それとも讀者は、われわれ獨逸民族のせっぱっまった運命の問題ょりも、もっと 
重大な ことが この 天地の 間に 存在す ると 考へ るで あらう か。 

さだめし 讀者は 首をかしげて 言 ふで あらう。 獨逸 民族は いかなる ことがあっても 、河 一命 0 問 
題に立ちむかひながら生きっ ^ けてゆくであらうと。しかし友ょ、生きるとは何を意味丁るの 
であらう •病み さら ぼへ る 人 も 生き、 盗人 も 生き、 遊 ^ も 生き、 たが ひに 食 ひさいな む 虫 けら 
のたぐひといへども亦生きてゆくではないか。しかし獨逸の民がすぐれて美しくなるために 
は、 わが 身の 周圍に 土地を 必要と し、 わが 身の上に 太陽 シ-必 要と し、 わが 身の 中に 自由を 必要 
とする の だ* 獨逸の 民は、 やがて ニ 千年に なんなん とする 歲甩の 間を、 むなしく あだな 望みを 
いだきっ \: けて來たのであらうか。讀者ょ、もしたまたま君自身が身心共に高货な人となり、 
君の 子供 等が 病弱な 癀疾者 や、 人目を 忍ぶ 盜人や 、あはれ な 娼婦の 遝命か らまぬ がれた として 
困、 生活 地域 e 要求 
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ナチ k の 地 瑁 建 a 

も、 それは 君の 功 結と いへ るで あらぅ か • 

君は 君の 围圍を 見、 君の 前面を 見、 廣く 子孫を 考へ 、新しく 生れい づる ものの 命を 考へね ぱ 
ならない。ゎれらの前には、土地狹き苦悶の錤が立ち塞つてゐるではないか。この狹隘な土地 
か，！ は、 もはや 肉骼も i い ルもすくすくとのびいづる土地がないのだ。しかし友ょ、私は知 
つて ゐる •私の 子供達 も、 私の 一族， v > 、 亦 ^ 逸民 族 も、 畢竟す るに みな 同じ 一つの もので あつ 
て、 かい 1 0' れ運 命を になつ て 行かねば ならない とい ふこと を」 と。 (里 野愼 ー氏譯 「土地な 
き 民 J ) 

この ドィツ 民族の 要望を 擔つ て鞣爽 と 政治 舞臺に 登場して 来たの が ナチ スで ある。 ナチ スは 
旣に 一九二 〇 年 二月に 決定され た 綱領 第三 條に 於て 「我々 は ドィツ 國民の 生計と 過剩 人口の 移 
桢の爲めの地方及び土地(植民地)を要求す」との目桴'て明瞭に示して居り、又ヒ，トラーも 
「我が 爾爭 」の中に於て「土地を擴大しない爲に大國民が沒落の止むを得ざる狀態にある場合 
には 土地 や 領土 ?: 求め --, 權利 は 義務にまで なる。 黑 人とは 違 ひ、 人類. 文化に 偉大な 貢獻を した 
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我々 ドイツ 民族は 尙更 である* ドイツは 世界の 强國 にならねば ならぬ。 さもな くば 寧ろ 存在せ 
ぬ 方が ましで ある」 と 叫んで ゐた ので あった' 

今や 政 權 を獲得し國內の統ーを實現するに及んだナチスは漸次この綱領の具賴化に向って邁 
進す る ことと なつた •しから ば一體 ドイツは この 土地を 何處に 求めん として ゐた ので あらぅ 
か。 その 民族主義の 立場 か 6 云ぅても、 亦 ナチ ス綱領 第 一條に 「 我々 は あ ^ ゆる ドイツ人を 民 
族 自決 灌の 基礎の 上に 大 ドイツへ 結合す る 事を 要求す」 と 明示せられ てゐ ると ころょり 見る も、 
少 くも 先 づ m 丨 口 ， パに 於け る舊 獨領の 失地 回復を 目指して ゐたこ とが 謀 解 出来る と共に、 更 
に 進んで は 嘗ての 第一 帝國 たる 神聖 a 丨マ 帝國の 再建を も意圖 して ゐた ことが 推察せられ るの 
である •之と 共に また ナチス としては、 舊 ドイツ 領 植民地の 回復を も 目指して ゐた ことは 屢次 
の ® 明に ょっても 明らかで ある •ヒ ，トラ ー はまた 次の 如くに 述べて ゐる •「わ 杯 < は 今 
後と もます ます 國內生 產の增 進に 努力せ ねばならぬ が、 これを もつ てしても 土地の 不足を 如何 
ともなし 難い 狀態に ある* われ <は 年々 聲を大 にして 菊 ドイツ 植民地の 返 S を 要求す るで あ 
H 、 生活 地域 S 要求 



ナチ スの地理 -51 ^ 

らぅ*これら植民地はかつてドイツが何國からも ^ 取したものではなく、現在の所有者にとつ 
ては殆ど無湏値に等しいものであるが、ドイツにとつては死活的必要のあるものなのである* 
予は ドイツの 植民地 要求が、 ドイツに 對す るクレ デ ットの 供與に ょつ て 埋め 合は さるべき もの 
でない ことを こ、 に 公然 言明す る •われ <はクレ デ， トを 要求す る ものでは なく 生活の 前提 
條件を要求するものである。」と。(一九三八年ニ月ニ十日の國會に於ける演說) 

併し ナチ K の 發展 要求は、 歐洲に 於け る 失地 や 海外に 於け る舊 植民地を 回復す る ことのみ を 
以て滿足とする事は出來なかつた。第一次歐洲大發後戰捷國たる英佛米は、民族自決主義の美 
名の もとに 歐洲を 多墩の 小 同家に 分割し' 之を 政治的に 經濟 的に 自己の 配下に 置き、 ドイツ 包圍 
の態勢を形成してゐたのであつた。從つてドイツが眞の自主的同家となるが爲には、このガ*ル 
サイユ 髁 制の 桂梏を 极 底ょり 覆す ことが 必要で あつた。 而して ヴ ** ル サイユ 體制の 打倒は 直ちに 
イギリスの 世界 支配 そのものに 對 する 挑戰 にまで 發展 せざるを得ない。 玆に ナチ スの大 ドイツ 
國 再建の 考 へは、 必然的に 歐洲全 想の 新 秩序 建設と いふと ころにまで 到達せ ねば 止まな かつた • 
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この 事は ナチ スが その後 進んで 行つ た 實 際を 見るなら ぱ直 ちに 謀 解せられ ると ころで ある • 

一九 三 三年 十月 阈際 聯盟を 脫 退した のを 皮切りと して、 ザール 地方の 復歸 (三 五 年 三月 一 
日}、 ライン ランド 再武装 (三 六 年 三月 七日)、 獨塽合 邦 (三 八 年 三月 十三 日)、 ズデー テン 地方 
獲得(三八年九月三十日)と發展して行つたところ迄は、確かにナチスが最初から抒榜してゐ 
た 「一民 族、 一同 家、 一？ 4統|の目標に向つて進んで行つたものといふ事が出來るであらぅ。 
併し 一九 三 九 年 三月 十五 日、 チ H ， コのべ ー メン 、メ ー レン ニ 州を 保護領に m 入し、 チ k ， コ • 
ス 一一ヴァキアを解體に導いて以來はゝドイツはスラヴ族たるチエッコ民族をも包含すること、 
な り、 この 原則は 一應發 展的に 解消し、 爾來 ナチ スは 全面的に 歐洲の 新 秩序 建設を 目指して 邁 
進し つ V ある 狀況で ある • 

併し 乍 ^ 之を 以て ナチ ス は その 民族主義を 拗棄 した ものと 見 傲す ことは 出來な い。 ー體 ナチ 
スの主張する全體主義はその基礎を民族主義に置いてゐる。而してその民族主義の基礎 !1 また 
ドイツ 民族の 優秀 性に 對する 絕對 的な ろ 信仰に ある。 卽ち ナチ スの全 粒 主 凄は、 ドィツ 民族の 

BT 4- 活 地域の 要求 
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ナチ * © 堆 a a a 

ドイツ 民族に 對する 信仰よ 0出でてゐるところに、はじめてその生命 > ー見出すことが出來るの 
である。ドイツの本質之最も深く檻驗し、革命の勃發、戰敗による疲弊混亂により、あらゆる 
方面に 於て あまりに も 本來の ドイツ 的なる ものを 失つ た 祖國 ドイツを して、 その 失 ひたる 魂を 
再び 喚び 起さし めんと する のが 實に ナチ スの 運動で あつた •從 つて ナチ スの 一擧 手ー投 足は、 
これす ベて 民族主義より 發して ゐる ものと 謂 ふべき である。 これが 爲には ドイツ 國內の あら ゆ 
る 方面に 亘る非 ドイツ 的なる ものの 克服を 必要と した。 こ、 に ナチ スは 「戰 ひ」 の 意義を 明確 
に認識し、國內の銥に向つて戰ひを挑んで行つた。ヒ，トラーの我が鬪爭」の根本精神も亦此 
處に％つた。この國內に對する戰は必然に、歐洲否全世界に亘つてはりめぐらされてゐた英國 
的、非ドイツ的なるものに對する戰ひとならねばならない。ドイツ民族主義はその戰ひの過程 
に於てドイツ民族を中心とする歐洲新秩序の建設といふ槪念にまで發展して行つたのである* 
かくて 今や ナチ ス は ドイツ 中心の 歐洲廣 地域 一一の 建設を 目指して ゐる •この ^ ;- よつ て 從來 
divide Hid rule の 原則に 基いて 歟沏 A - 政治的、 經濟 的に 支配し 來つ た英國 的體 制を 全面的に 



—U2 



打倒す る ことが 出來 ると 共に、 又 この 事に よつ て、 はじめて、 從來 英國的 世界の 繁榮 の爲に の 
み 奉仕せ しめられて 來た歐 洲 をして、 世界に 冠たる ドイツ 民族 指導の 許に、 歪曲を 正し、 眞こ _ 
その 本然 C 姿に 立ち返らし むる ことが 出來る ことを ナチ スは 信じて 疑は ない。 

現在 ドイツ 地 政 學者達 の稱へ て ゐろ 「生活 地域」 ( Lebensraum ) なる 槪念も 、單に ドイツ 
民族 Q 生存 上 必要なる 地域と いふの みで なく、 他の 民族 ^ も 含め、 そこに 新ら しき 秩序の 建設 
の 意味が 含まれて ゐるこ とに 注意せ ねばならない •ドイツ 地 政學者 の 「生活 地域」 についての 
言を 聽 くなら ば 次の 如くで ある。 

「生活地域といふのは、第ーには生物學的槪念であり、第ニには於剌舉的槪念である，生物 
巧 的な 槪念は 、政治的 發展を 人種 並びに 民族 體の生 活過 程と して！^ IM する ことよ- 0、 必然的に 
生ずる ところの もので あり、 これ こそ 民族 社 會 主義の 立場より 歸； T 3 される ものに 外なら ない • 
か V る 生活 過程の 行 はれる 場所が 常 然埒 域と 云 はれる もので あり、 地 政學も 亦 か v o 地域を 對 
象と し、 この 土地を 有機的 單一體 として 見る •この 土地が 地 政 $ から 云へ ば、 人間 及び 人間 以 
E 、 生活 地域 e 要求 
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ナチ スのね砰建跤 

外のあらゆるものの生活 > 支へてゐる功整であ气 

民族 殺自！ D .C 於いて 行 はれる 生活 過程と、 この 民挨通 の 生活炖 盤た る ラウ ふに 於いて、 同時 
になされてゐる人間及び人間以外のあらゅるものの生活沿程とは、相互に不可分の關係にあ 
る •而も この 二つの 生活 過程は、 相互 y 補足され つ i ょり 高き 統一へ と 向 ふ もので あり、 それ 
はこの兩者が相互に對立抗爭を较けてゐる場合に於て％同桉な紡果となる。 

この兩者の生活形態がー體となつて進み行く時冏的な炫過こそが、まさに地政學的な意味に 
於け る晞史 の 槪念 ?- - 構成す る ものに 外なら ない。 人間と ラウ ムが 如何に 交渉し、 人種. 民族 及 
び！： 家が、 一定の ラウ ムに 於て 英雄の 指導 下に 如何に 形成せられ て 行く かを 取扱 ふの が、 地 政 
學のテ 1 マで ある • 

生活 地域の 政治的 現象が 最も 明瞭に 現 はれて ゐるの は、 農民 社 會の 場合で ある •農民 社會に 
あつては地に深く根を下して居り、人間とラウムとの間に、相互に庇接的に結びついた生活を 
して ゐるこ とが 殊に 著しい 特色を なして ゐる 。農民は 實に 生活 地域の 眩體 とも 云 ふべき もので 
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ある •農民は 人間と 空間との 鬪爭に 於け る 前 M 戰士で ある。 彼 こそは 土地を 亂暴に 取扱は ず、 
恰も人間に對するが如く之をいたはりつ、造り代へて行くあの人間的なカ0所有者である。さ 
ればこそ農民は、その種族の映象を最も明瞭に土地に刻みつける*ドイツとポーランドとの言 
語 境界の 兩側 、チ， ブス (註、 ヵルパチア山脈の Hatra 高原 地方に 住む ドイツ語を 話す 人々 
の 殘され て ゐる 地域)、 ジ ー ベン ビ JU ル ゲン、 更には ベン シル パ ニア 等に 於け る ドイツ ^ 民の 
宅地 等を 見た ことの ある 人なら ば、 著者の 意味す ると ころを 理解す るで あらぅ。 

生活 地域と いふ 槪 念の 第二に 意味す ると ころは、 經濟 地域で ある。 民族 及び 國家が 、存立す 
べきものとすれば、種族とラゥムは不斷の生活共同砬を形成せねばならないとする認識ょり、 
必然的に 導き出される 要求は、 生活力 ある 國家 は、 自己の 土地に ょつ て 養は れね ばなら ぬと い 
ふこと である。 若しも ドイツに 於け るが 如く、 それが 全く 不可能な らばー 地 政 學の論 理及' ひ 
民族 社 室 簡経濟 政策 si み— 解決 S 51 つし かない。 s ち _ s 族が そ S 
濟的要求を相 1 : に滿たし合ふことにょつて、共同生活を罃むことである。か、る共同生活は、 
四、生活池域の要求 
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ナチ K ( o 地理 建 » 

株式市場によつて左右されて、或埽合には結び、或埸合には疎遠となる様な偶然的な法則の下 
に 立つ ものでは ない。 この場合 外部からの 影響を 出 米る だけ 遮断せ ねばならぬ* 生物 舉の 示す 
ところによれば、相互に凋整し合つてゐるかくの如&共同生活は、個々の陂體の獨立性を確保 
しながら、搆成されてゐる全體のカを强化するものでぁる。こ、にドィツ玆濟生活の核心が存 
する。 更に 云へ ば、 自己 C 土地と 最も 緊密に 結びつき、 自給自足に 向つ て 努力す る ことによ つ 
て、完全に、しかも；曆健全にその土地の贸値を發揮せしむることが之でぁる*併し乍ら1方 
に於て土地が不充分でぁるならばゝ妨害せられざる肢實の共同生活を作らんとする意志を以 
て、近隣の民族と經濟的に相補足し合ふことが肝要でぁる丨 
第三には、 文化が 擴 まること によ o 生活 地域が 政治的に 有効に 形成され るので ぁる •文化の 
光は、 農民 居住地、 及び 經濟地 域の 中心地 帶をこ えて、 土地に 制約せられ る こと 極めて 少なく、 流 
れるが 如く、 又 飛躍的に 波及して 行く ので ぁる •その 例と して、 こ x に 東方に 向つ ての ドィツ 
都市 檷の 擴大 、ハン ザ 同盟の 經濟 活動、 及び 第二 帝阈の 植民 活動を 擧げ よぅ •地 政 學的槪 念た 
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る生活地域は、かくして三笊の段階がある。ドィッの生活地域は、第一にドィッ農民がドィッ 
民族 踔と直接に結びついて生活し、ドィッ的意味に於ける最観を形成して行つた場所であり、 
第ニには他罔の經濟がドィッの中心地域と結びつくことにょり補足せられて、調和せられ、秩 
序 付けられた 共同生活 形態に 於て、 互 ひに 力を 高め 行く ところの 場所で ある •第三には、 ドィ 
ッ 文化が 他の 文化と 補足し 合 ひ、 交換し あつて ゐる 地域で ある。 

斯樣に 見れば 「生活 地域」 なる 槪念 は、 含蓄 的な 意味を 有し、 有機 體的な もので あり、 決し 
て「帝國主餞的」なものではないことは明らかであ！ °. それは國家的生活の相互の調整を行ふ 
もので あり、 强國が 他國の 生活を 抑 超 する が 如き ものでは ない。 それは 無理の ない 自然 的な 觀 
點の もとに 秩序を 與 へる ものである •この 宵 然 的な 柙點 こそが 生活 地域 槪念の 强み であり、 又 
勢カ範 圍」 ( InteressenspMre ) とい ふが 如き 概念を 打破す る 力を 與 へる ものである。 我々 の 
云 ふ 生活 地垆 の槪 念と 對肽 的なる この 勢力 範圍 とい ふ 西 歐的槪 念は、— トルコ、 ィラン c 或は 中 
央アメ 9 力に 現在 その 傾向が 見出される ので あるが！ 持てる 國 々の 政治的 機械 主義 的考へ 方ょ 
H 、 生活 地域©* 求 
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ナチ 《の垅 - 1 4« 

り 生れた 古典的な 產物で あり、 皤 然と 掠奪 的 臭味を 有して ゐ る •ヴ "ル サイ ユ骹 制の 中に、 か 
かる 西歐 的考へ 方に 對 する 黎吿 的た 表 後が 示されて ゐる •」 と • 

(Ku a- vowinckel: :zum wegr s Lebesraum,, ハウス ホ ー フェル 七十 ^ 誕生 記念論文集) 
以上の 論說に 於て、 ナチ スの云 ふ 「生活 地域」 なる 槪念が 、從來 の 帝國 主義 的槪 念と 全然 相 
違して ゐるこ とを 强 調して ゐる點 には 特に 注目せ ねばならぬ • 

ドイツは ナチ ス 以前に 於ても、 旣に ウィルへ ル ムニ 世の 時代、 旺んに 海外 植民地の 獲得を 行 
つ た •長く 國土の 統一が 招來 せられず、 必要なる 土地を 獲# せんとす る切锭 なる 希望 も 容易に 
到達することの出來なかつたドイツも、第十九世紀後半、プロイセンを中心とする統一的同家 
の 成立に ょつ て、 漸く その 希望が 充 される こと i なつた。 併し乍ら、 この 際に 於け る發展 に 
は、 確かに 帝國 主義 的 色彩の 極めて 强烈 なる ものが あつた ことは、 爭はれ ぬ 事實で ある •寧ろ 
荚國と 相 並んで 當 時の ドイツは、 帝 同 主 浅 國家の 双 壁と も稱 すべき もので あつた* 

資本主義の 高度に 發 達して ゐた當 時の ドイツと して、 劃一 的大置 生 產に ょる 商品が 自由 主轾 
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的防兗にょつてはも早處分し切れなくなり、新たなる外國市場の |1 張と獨占とが必要となり、 
而も か ゝる大 董生產 ょり 必然的に 生ずる 原料 及び 燃料に 對する 需要の 増大は、 それらの 資源の 
駑 的、 S 的獨 占を 變的 H 必要と する S った。 それと 共に、 髙 度の 銀行 資本_に 結果 
として、特別利潤の !2 得及び資本輸出に結合せる商品輸出のために、资本の輸出も亦特別に重 
大なる E - a を 有する に 至つ たので ある。 こ、 に ドイツは 必然的に その 商品の 市場と して、 その 
必要なる 资源の 供給地と して、 而し てまた その 資本の ^ 出 地と して、 植 试 地の 獲得を 要求す る 
に 至つ た •然るに ドイツが その 統一を 達成し 愈 e このロ的に向って世啐に雄飛せんとした際に 
は、 既に 英. 怫 •露' 就中 イギリスに ょ— ■義的 植民 i 得が 一 i 了して ゐた •從 って 
ドイツと して 之 S 抗 して 新たな - S 民 地 基 得する には、 8 霞_ 的 進出を 計らねば な 
らなかつた-これと共に、常時ビスマルクや、更にはその後のゥィルへルムニ世の周闻には> 
数0ユダャ人があり、當時のドイツの改策は彼等にょって左右され、從ってその發展が帝 |^ 、 :-3- 
餞 的 形 餡を とる に 至った K も 沿 過し 沒たい。有名な 0 «; 氣事業 <- 1たるァ1エ！ゲー」 

四、 生活 地域の & :: - 小 
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の 設立者 ヱミ ー ルこフ ー テ ナウ、 或は 造船 薄 屈指の 大會 社た る ハンブルグ •アメリカ# 社の 支 
配 人 アルベルト •パリンの 如きユ グヤ 人は、 當 時の ドイツ 財界を 代表す る 大立物 であり、 殊に 
パリンの 如きは、 ウィルへ ル ムニ 世より 特別の 寵を 得て ゐたの であつ た。 

以上の 如き 事情の もとに、 ウィルへ ル ムニ 世 時代の ドイツは、 帝國 主義 的 手段に よって、 ア 
ジアに、 アフリカに、 近東に、 また 南洋に、 その ^ 手を 伸ばして 行つ た •一八 九 〇 年から 一九 
一四 年に かけ、 アフ 9 力に 於け る ドイツ 保 ^ 領は增 加し、 ドイツ 同 旗は 粒 百の 南洋諸島の 潮風 
にはた めき、 支那 沿岸には 膠 州灣が 和 借され、 ドイツ 帝！！ 主義は バグ ダ ー ド ^ 道に よっ て トル 
n fc 侵 人し、 その 極、 列强の 利 寄 並びに 政策と 衝突し、 こ i に 第一 次 欧洲 大戰の 狼 灼は ◎がっ 
たのであった • 

か、 る 帝 ^ 主義 的發展 時代に あって は、 强大な る 帝 Lf 主義 M 家は、 弱小 國を 自然の 秩序、 歷 
史的 因緣を 無視して、 彼等の 利己的なる 立場よ b 分割し、 之に 對し 主として 金融 支配に 基く 極 
端なる抑蜇と搾鉍とを加へ來った _! 方彼等自らは民族的、地理的地盤より擇 1 して、所謂「货 
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界的市民」となつて行つたのである*之に對しナチスの新らしき生活地垆」の槪念は'その地域 
を「血と土」とに結ぱれた有機體、生命骹と考へるものである*ナチスに於ては民敁は一定の 
土地に 根ざす もので あり、 又 民族は 過去 現在 未來を 貫いて 永遠に 流れて 行く 血の 連. o である • 
而 して 土地は その 民族が 運命的に 定箫 すろ 神聖なる 生命 的 地盤で ある •か、 る 民族が、 夫々 の 
土地に 於て、 眞にその所を得て安住し、それを通じて自由と統ーとが調和する生活共同婼を形成 
せんとす る ものが、 ナチ K の 生 汚 神. 域に 外なら ない。 これは 一方から 見れば、 從來 本来の 地域 
的 並びに 民族： 2地盤から遊離し、放浪し、隙あらば他國を倭略搾取せんとしてゐた内人種各园 
家の 混沌 無統制 狀態を 終止せ しめ、 彼等を して 「血と 土」 の 生命 原理に 從つて 安定せ しめんと 
する もので あり、 これ こそ 歐洲の 新 「秩序」 を 目指す ものである。 

猶 、か V る 生活 共同體 に 於て は、 家族に 家長が ある 如く、 そこには-: 指導 民族」 が 存在す る丨 
而してその指導民族は、その生活共同骽を正しき立玛に於て導き、その共同體に於けるすべての 
民候と两家をしてその處を得しむべき重大貴務がある*ナチスの云ふラィヒ(0绘§<1 5 は 
四、 生活 地域の 要求 
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か、る於蛉を有する。このラィヒが共同髅の道義的中核をなし、その政治理念をその裎に光被 
せしめるものである。さユばラィヒは無私な 0 崇商なる世路觀の把持 # たることを絕對の條件 
とす 0 。1-總てのもの1:- ^ 越せるドィツ」(0<3&8 « 11§<1巨2.£11163)の ^ 信に基くナチス. 
ドィツが、 その 指導者と しての 責務を 果 さんと してゐ る ことは 申す 迄 もない。 

ナチ K の 云 ふ 以上の 如き 「生活 地域」 4 V 經濟 面ょ h 見た もの •か 歐洲 經汶 共同 體」 の考 へで 
ある。 ハィンリッヒ •フンケは 「歐洲 經濟共 同體 j について 次の 如く 述べて ゐる。 

, 今日、新しき欧洲經琦共同體は、古き原則に從つて成立する可能性がある。まこと旣に今 
日、！ k ： 洲 C 諸 民族は！； 1 逸經汽 振興の 結果と して、 一個の 大い なる 勞® 共同骹 に 結集して ゐ る。 
此の經濟共同砭の效果は次の如くである丨 

1 、經汽 活動を 行 ひつ、 ある 人 -* の 頭上に、 永遠の ダ ー モク レスの 劍の 如く 振り か、 つて ゐる 
危険なる市玛獨裁に代り、民挨の生產カの開拓といふことが現はれるであらぅ。(中略) 

ニ、 於濟的協溢の目钗は、生活地域共同發である。卽ち單一栽培を破壊して、不可能なる汽颇 
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的 孤立 性を もつ て 置き 代へ る ことが、 此の 經濟政 策の 任務な のでは ない。 

獨逸國 が 大規模の アゥ タルキ ー 化を 通じて 經濟の 重 點を 再び 自己の 國土の 中に 移した 其の 
時に、 獨逸 は、 歐洲經 濟の 自己 生成に とつても 亦 政治的 前提と なつた。 併し 決して ^ 國的孤 
立性を追求したゎけではなく、歐洲に於て可能性ある總ての連 $5| を支持したのであ； °. まさ 
に 斯 くして 歐洲の 小 ^ 群は、 彼等が 常に その !^ 接國： 賴リ として 居り、 ^ つて ^ 洲がこ れら 
小 ^ 群を 考慮せ ねばならぬ と 同じ やうに、 彼等 相互に 亦賴り 合つ てゐる ことを 明らへ に 知る 
べきな ので ある • 

自由 主 赛的 活動 法則に 對抗 1 る 未来 00 欧洲經濟交易の大いなろ區別は、此等の諸 13 が安定 
せる良き顯客を持ち、此の結合を通じて、獨自のカでは到達し得ぬ段階こ‘生育することであ 
る， ， 

三、 經濟政 策の 目檁 は、 東歐泛 東南 歐への ょ h 強烈な。 注目を 結朵 する であらう •アン グ n サ 
クソンの 經濟覲 は、 世界中 到る 處に 於て、 特に 收益の .K りさうな. S 濟妁 歲 # のみ ヒ尨カ :-HJ 用 
6 ;、 毕私边 碱の* 求 
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する ことに 向けられた ので あつた。 言は ^ 菓子から 乾 ^ 萄だ けを 摘みと 0、 菓子 そのものは 
利用せずて放镫したわけである。束は及束南歐を特に放粜して立いたのも斯かる見解に基い 
てゐる •此の 狀茂 に對 して、 獨逸 3 新經濟 政策は、 旣に 過去 七 年間 爲し來 つた 如く、 終末を 
與へ るで あらぅ • 

四、 所で、 發展の 極地とは 完全 就業の 黄 現で ある。 獨逸 民族は 新しき 經济 認識に 基いて 人類の 
災厄を 排除し、 多くの 他の 諸 民族に 對して も、 亦 宿： 接の 結果と して、 よりよ き 就業の ための 
手段を 與へ たので ある •併し 更に それ 以上に、 大陸の 廣大 なる 部分の 開拓に よつ て f 付け 
られ たろ 歐洲の 偉大な ろ 任務の 遂行は* 今日 極少數 0 人々 によつ てし か 正しく 考 へられて ゐ 
ない程大規模に、諸カン-動員するであらぅことは、疑を容れぬ。 

斯 くして 古き 陕洲 大陸は 新紀元を 開始す る。 民族と 國 土とは 最早 眾なる 道具では なくなり、 
それは 持 當者で あり、 阈痃 生活の 構成 者と なる ので ある •」 と • 

3-5?- <0-^ S3- w .3 Hc^o* 
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1 m? • d eopolitik,, Dezomber 1 940 .) 

以上の如く新らし、ヒョ1，パ轻濟共同體に於ては、從來の搾取的市場獨裁に代るに、各民 
族の生產カ 0 開拓を目指してゐる.この禀は各地域各民族の夫々の特性を全面的に活用せんと 
するものであり、まさしく我等の目指す新秩序 & 設の意義に極めて近きものあるを知らねばな 
らない • 

之を要するに「土地なき民」としてのドィッ民族の土地に對する耍求は、最初は生活馑のま 
張、 卽ち ドィッ 民族 生存 維持の ため 必要なる 地域と いふ 考 へょり 出 發し たもので あつたが、 や 
がて他の諸民族をも含めたる民族共间骰としての生活地域な 0 槪念に高められ、現在に於ては 
更に 歐洲新 秩序と いふと ころにまで 到達す るに 至つ た •「生活 地找， I (Lebensraum)fe s a ^ 
も、 最初の 間は 第一の 場合を 主として 指して ゐた •それが やがて 第二の 段階と して- 廣地 域— I 
( Glum ) なる ft 葉を 生じ、 更に 今日に 於て は r 生活 地域」 も廣 地域」 も 同様なる 意味 
に 於て 用 ひられ、 他の 諸 民族を ち 含め. 之が 一の 生命 超と して 相互 充足し、 六- 扒骷 として 生命 
81 、生活 地域の 要求 
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ナチ K to ^ rs ls Mil! 

的活動をなすぺき地域なる理念に向ひつ、ある*この |5 を重視し、今後は=で 〇* §^* 0) (3 ョニを 
「生命®」 と譯 すを 至當 とすると 考 へる • 

s) Heinrich Kogga: ,,Lebensraum= und , Q rossraum: als vSlklsche Begriffe. , o eist 

der Z i 2 . t** Februar 1 941 . 

丨 Man vergist vi £L f»ch: daB aus dem deutschen Problem des ,, Volks ohae Ksm" 
er s- sich der deutsche Bogr s fks ,,Lebensraums-* St wickelte. und aua mesem dar 

nktuelleBegrs ds ,,Grossralt, in dem mehrera v o: -? ar ihren Lebensrau'n 

h IB o" en. I 

—wir denkan ds deutschen Lebesl.aum a tr Me ノ rv o : 一一 {er-Lel n nsraum, ala gtmeia- 

men Grossraum, a w objekt der Planung und ordnig.i 

なほ 以上の 如き 「生活 地域」 なる 槪 念は、 その 程度の 差 こそ あれ、 古來 ょり 他の 國 々に 於て 
も 存在して ゐた點 に 注意せ ねばならぬ。 實は この 「生活 地域-」 を 求めての 努力が、 有史以来の 
歷史の動因といふべきであらぅ*この槪念に對し、新しキ.民族政策的內容を與へ、 11 に ?: れを 
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徹底的に 目的责 識的に媾成しべのがナチスの云ふ「生活地域」でぁつた。之と共にドイッに於 
ては、 か、 る槪 念が ドイツ 現 政の動きに卽應して發展してゐる點に注意せねばならぬ。ナチス 
に於ては先づ最初から完備ぜ -0 理論がぁり、それに基ぃて實踐がぁったのではなぃ*目摄に向 
つて 先づ 實踐が あり、 それを 跡 づけた のが 理論で あり、 而 して その 理論が また 實踐を 指導して 
行く。そこに ;1 じめて理論にも莨踐にも、适ぇざる生成發展'か約束せられるのでぁる，「生活地 
域」槪念の發展はその好箇の竇例とぃふべきでぁらぅ。 



E :， 生活 地域の* 求 
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ナチ スの地 W ■蚊 K 

五、 ナチ スの 地理 建設 

ゲルマン 民族の 生存 上 必要なる 地域を 要求す る聲 は、 ナチ スに 於て 歐洲の 新 秩序 建設と いふ 
概念にまで 高められる に 至つ た • 

この目的を苁撤せんには、屢說せし如く、國の內外に亘るあらゆる非ドィツ的な 0 ものに對 
する戰ひが必要であつた。ナチスは政治も經濟も學問ム思想も、すべて之れ「戰ひ」として馭 
じ、 その 總カを 舉げて 非 ドィツ 的なる ものの 克服に 向つ て 實踐 した。 

こ、 に ナチ スの總カ戰を見ることが出來る。之に伴ひナチス.ドィツは必然的に-戰爭形態を 
とる に 至つ た。 「指導者 原理， |なる槪念も、か、る立場に於て生れ出たものに外ならない* 

この ナチ ス 總カ 載に 基礎と 方向と を 與 へる ものに 地理 學が ある* ナチ スの 鬪爭の 開始せられ 
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た當時に於て、現迓の世界の地理的景觀は、英米的秩序にょつて±さ-て鏹成し赍されんとして 
ゐた，民族自決主義の美名の許に、多くの弱小國家を作り、之を彼等のみ融の紐帶にょつて找 
び 合せる ことにょり、 世界 金 鞠 獨裁の 體 制を 確立し、 之と して 世界の 產業 分布を 徧倚的 な 
らしむ る ことにょり、 英米に 依存せ ざれば 自立し 得ざる が 如き ^ 制を とらし めて ゐた 如きは、 
その 顯著 なる ものと 云 ふこと が 出来る* 新 网境線 を 設定す る 如き 場合に も 常に 英米の 手が その 
mil あつた •而か も 世界の 地理學 界は 、か、 る 現實の 景觀 の不當 歪曲を 明らかにする ところ 
がな かつた のみ か、 寧ろ この 景観を 最も 合理的に 說明 する ことを 以て その 任務と して 來た 。第 
一次 歐洲 大戰 後の 戰捷國 側の 政治 地理 的 研究の 如きは、 その 殆ん どす ベて が ヴ * ル サイ ユ體制 
を 意義 付けん とした もので あつた •イサ イャ •ボ ー マンの 「新世界」 の 如き も、 この 線に 沿ぅ 
た 代表的 著作と 云 ふこと が 出來 るで あらぅ。 

ナチ スがヴ * ル サイ ユ體 制の 桎梏 ?: 斷ち 切り、 祖國 ドイツを 再建 せんには、 地理に 於け るか 
かる秩序を打倒することが犴要であつた。新らしきドイツ地理學界は、その世界觀に基く地理 

五、 ナチ. <»地»«歧 
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ナチ x の 地 

觀照にょり、歪曲せられたる現實の景威を照玻し、從來の地理的詐略を辑破し、地理的ネ象の 
正しき 把握に ょつ て、 その 總カ戰 の 進路を 誤ら ざら しめんと したと 同時に、 その 地理 觀その も 
のが 亦® 秩序 的地珥 學に對 する 決定的な 戰ひを 挑む ものであった。 ヵール •ハウス ホ ー ファ ー 
を 中心とする ドィツ 地政學 の 運動は、 か ゝ る 舊套を 打破すべく 飜され た 鮮やかなる 旗幟で あ 
った.我等はナチス*ドィツの今日のか ^ やかしき成功の ^ に、これ等地政學者達の懸命なる 
努力が ひそん 《」 ゐ tl を 銘記せ ねばなら 2 共に、 そ S 努力 G 結 S 前に 於いて、 この 學派 
が 受けた 怒濤の 如き 非難と 攻擊 とを 想起せ ねばならない。 

以下 ナチ スの 新ら しき 地理 建設の 有する 意_ について、 聊か 觸れて 見る こと、 する。 

抽象ょり 具體 へ— 地 政學の 問題 

ナチ K の 世界 觀が 、ゲルマン 民族に 對 する 結 對的な 信仰に 發して ゐる ことにっ いては、 屠 說 
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した •この 事は 實に 從來の 抽象的な 世界観* 哲學的 思惟に 對する 根底 的なる 批判で ある • 
ゲルマン 民族の 優秀 性に ついては、 如何なる 科學的 方法を もつ てしても、 他 國 C 學 者を 納得 
せしめ 得る が 如き 完全なる 證 明を 與 ふることは 絕對に 不可能で ある。 それは あらゆる 科擧 的究 
明に俟たねばたらぬが、而も終局に於ては寧ろ、自己の信仰にょつて把握せらるべきものであ 
る。 卽ち 彼等の 世界 觀 £基礎は信仰 :- ある*ドイツには= 0 6&8{5 2: 当<1§3 £. 16 » *といふ 
言葉が ある •我が 國に 於て は 之を . 世界に 冠たる ドイツ」 とか 「級ての ものに 優越せ る ドイツ」 
とか譯されてゐる。本論に於てもー嘹これをそのま、用ひて來た。併し、その5字5巴？* 
とい ふ 言葉は , 他に 比して ドイツが 侵れ てゐ る」 とい ふそれ， けの 意味では ない。 他と 比較し 
て そ r > 優劣を 云 ふ 時、 それに 止まる 限 h それは 旣に 冷やかに 抽象化され た、 又 客観的た 讅 へ：一 で 
ある。 ドイツ人の 氣持 としては、 他と 比較の 問題では なく 「我々 は絕對 的に 優秀で ある」 とい 
ふ 信 念で あらぅ。 他と 比較しての 問題では- ^く、自己の信念として自己の沒秀なることを確念 
してゐる氣持が、この，，字3 ? 116 60 : の表現してゐる竟味と解すべきであらぅ。實に十チスは 

五、ナチスの地理 £]: 以 
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ナチス0地 11 建設 

この，，1^5 £* 103:に徹し、之 5: 蚨ち深く忽驗したものであつた， 

この 信仰に 基礎 づけら れてゐ る ことにょり、 ナチ スに 於て は、 近世 以降の 合理 主我 的な 科學 
的 精神が 全面的に 否定せられ る こと、 なる、 これは 抽象ょり 具體 への 轉換を 意味して ゐる もの 
に 外なら ない • 

元來 ドィツ 哲學 は、 論理の 綿密 さを 以て 世界に 有名であった。 併し 現在の ドィツに 於て は抽 
象的なる論理の遊戯は斥けられ、常に具體的なる現實の政治との密接なる關聯にその目德を2 
いて ゐる 。我々 の 思惟 も、 我々 の 行動 も、 我々 の現實 と 矛盾した ものでは あり 得たい。 我々 の 
思惟は 形象 的に 現實 的で あり、 形象な き觀念 論の 中に 失 はれる ことがあっ ては ならない とい 
ふの が、 彼等の 主張で ある。 玆に ナチ スに 於て は あらゆる ものに 對 して 政治 性— ゲルマン 民族 
の 信仰に その 基礎を 有する ーが 要求せられ る。 從って ゲルマン 民族の 發展と 無 關係 なる 所謂 學 
問の爲の學問、現實ょり遊離せる學術の硏究 ;1 、ナチスに於ては許されない。.ン、る考へは學 
問と 實淺 との ー體 性を 說いて ゐる ものであって、 所謂 純粹の 學問 (？) の應 用と しての 费每と 
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いふが 如き' 學問と 莨 踐 Q 折衷 的 態度を 更に 止揚せ る ものと いふ ことが 出來 るで あらぅ • 

地理 學も亦 常 然實踐 の學 として 考 へられ、 取扱 はれた。 こ、 に ナチ スに 於け る 地政學 の發 
達を 見る* 1 ； •政 ^ は 後述す る 如く ドイツに 於て ナチ スに 始まっ たもので はなく して、 旣に 第一 
次歐洲 大_間もたく勃興しつ、あったものである。それがナチスにょって全面的に取上げら 
れ 、ヴェル サイ ユ P 制の 桎梏の 打破に 向って ドイツの 政治を 指導す ると 共に、 國 民を その 方に 
敎導 し、 結合せ しめ、 叉 外に 向っ ては ドイツの 行くべき 途の 芷當なる所以を知らしむるところ 
の、現實的、實踐的役割を果して來たのであった。現在に於ても、ドイツに於ける地政學の第 
一人者た る 力 ー ル •ハウス ホ ー フ T 1 や バン ゼの 如きは、 ヒット ラ ー の^^に あつて、 その 政 
策に 多大の 貢獻 をな しつ i あると 云 はれて ゐる •ナチ K の 副總統 へ ッスが ハウス ホ ー フ T 1 の 
助手で あつた ことは 人の ょく 知る ところで ある。 

かくて 現在に 於て は、 ナチ ス •ドイツの 動向と 地 政學 とは、 離すべからざる 關係に あるので 
あるが、 前大戰 L U 時に 於て は、 ^ 問と 政治とは 必ずしも 1 15 的關 係には なかっ た。 寧ろ 前大 

五、 ナチ スの地押玆設 
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チ K の 地 a lt K 

戰敗因 (0 有カなるー因は、當時のドィツ人殊にその外交心衝に當りしものが、世界の情勢を洞 
察する £ なく、 これが 5 大勢 S 斷 を 誤 S きろ S つたこと S げる ことが 出來 る。 而 
もか、る結果となつたのは、當時のドィツ地理學が贸_性を喪失し、寅接间菜に貢獻するとこ 
ろ尠 く、 自らは 所謂 梁 問 e fi の 辜 問と して 抽象的.. 普 週 的なる もの、 追究に 專念 する か、 或は 
無 立場 s S に 於て、 t がま、 S 界を 描かん として ゐた ところ S 因して ゐる ところが® 
くな ハ。 併し乍ら ドィツの 地理 學は 、決して 近代的 學問 として. 甚礎を 確立せ し當時 •力ら 現 
實 と 遊離して ゐた ものでは なかつ た。 

現在 多くの 人々 は、 ラ， ツ *ルを見做して地垣學に科學性を舆へた人として、所謂學問 ^ 地 
理學 ク祖 として ゐる •彼が 近代 地理 學を確 立した ことは 勿論 申す 迄 もない。 併し 彼の 硏究が 所 
謂聲 問 S の蠢 として 現？ り 遊？ たもので ぁつたと § ことは 正しくない。 彼は 普怫改 
爭後の 獨逸 帝國發 展沏に 際 會 して居ト、又自ら费讳戰爭に於ては志願兵として出征し、名譽の負 
以まで 苡り、銨多くの戰功をぁらはして缕十字章まで授與せられてゐー3爭の通驗者でぁる。 
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從つて 彼の 硏究に は寶學 的 傾' 2が多分てあ 0 たと見るべきである。こ、に彼の『政治地理學」 
(第一 版 一八 九 七 年) や r 海洋 論； (一九 〇〇年)が生れることが出來た*殊に「汽洋論」に於 
て ラ， ツ * ルが、 「世界に 重きを なさん とせば 海洋と 結ばざる ベから ず。 地球 支配の 至 * はた r 
海ょりのみ得らる」と喝破し、海上支配の地琿學的根據 --: 明らかにしたことは、時のヵィザ！ 
ゥィルへルムニ世をして「吾人の將來は海上にあり」と叫ばしめ、ドィツの海軍大擠張時代を 
招來せ しめた 上に 特に 意義深き ものが あつた。 叉 彼が その 「政治 地理 學 」 に 於て 法律 的 國家 観 
を 拒否して 有拽體 的 同家 覬を 主張し、 國家を 以て 「人類の 一 團と婭 制 ある 土地の ー區で ある」 
(Der Mtaat is cr ein Mtack Menscliheit und ein Stack organisierte M rde .) と稱し 又 
l‘ 土地に 立脚せ る 有機 體 I (Ds Staat als boden co tandiirer organislnu cc ) ととな へて ゐるこ 
とは、 現在 ナチ スの 地政舉 者 達が となへ てゐる 「生活 地域」 の槪 念と 相 通ず る ものが ある。 

然るに その後 ラ， ツ* ルを 荜ぶ ものは、 その 本質を 把み 得ず、 僅かに その 形骸の みを ^ び、 
地理 學の 實踐的 性格は 次第に 背後に 押し やられる に 至つ たので ある •フランス 地理 學界の 代表 

五、 ナチ スの地 理拉孜 
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ナチ ス の 地 瑁 tta 

的 人物の 一人た るヴァ b 1 ( Valias ) は、 その 著 「 土地と 國 家 」 (La SI et l os tatx . 1 911 •) の 
序文に 於て、 ラッツ * ルの 政治 地理 畢を 十分 客觀 的で なく、 且つ 現在を 左視右 顧し 過ぎて ゐる 
と 酷評し、 自分は 力の 及ぶ 限り 之を 眞の 科學 として 取扱 はんとす る ものであると 宣言して ゐる 
が、 彼の ラ， ツ X ルを 非難して ゐる ところ こそ、 實は ラッツ * ルの 特色で あり、 又 彼の 宣言し 
て ゐる ところ こそ、 その後の 地理 學硏究 の 缺陷を 指摘して ゐる ものに 外なら ない • 

地理 學に 再び 實踐 性を 喚び 戾し たものは、 第一 次歐 洲大戰 後、 ヴ I ル サイ ユ體 制の 桎梏 下に 
呻吟せ る祖國 ドイツを 再建 せんとす る氣 運のぅ ちに 生れた 前記の 地 政學の 運動で あつた。 ハ 
ウス ホ ー ファ ー 等は 「地政學の礎石」のぅちに於てドイツに於ける地政學の發展について次の 
如くに 述べて ゐる • 

「オー スト リアに おいて、 戰爭 と、 淺酷な 分割との 恐るべき 骽驗の 下に、 殆ん どす ベての 地 
理 學的戰 線に おいて 舊く から 保持され てゐた 諸 力が 新に 息を 吹き込まれ、 改めて 補充 的 地位に 
据表 置かれた のと 同じ やぅに、 ドイツ 帝國の 地理 學者の 世界に おいても、 戰爭 とい ふ强 力な 敎 
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師の影 遒の 下に、 その 地理 學をば 意識的に、 かつ カ强 く、 祖國 の 事柄に 奉仕せ しめようと する 
自發的 な 意欲が 現 はれて きた-それは 決して 學說 の體系 的な 發展 などでは なかつ た。 意欲は 能 
力よりも 遙か に大で あつた •とい ふのは、 冬く の 人に とつて は、 この 領域に おける 從來の 訓練 
が 全然 缺如 して ゐた からで ある •しかし、 それでも 地理 學が 政治の 進展に 對 して 方向を 指示し 
得る ものであると いふ 認識は 非常に 重要で あつた •少 くと もこの やうな 見解が、 その後の 政治 
地理學乃至は地政學の發展に廣汎な地盤を與へた。」と，更に同書の別項に於て次の如く述べて 
ゐる • 

「ある 一つの 民族が、 例へ ば われわれ 獨逸 民族の 如く、 驚くべき 多大の 犧牲 を拂ひ 、地球上 
の諸民族のなし得る水準を遙かに越ぇた仕事や勞作をなしたその舉句で、己が民族の生活形態 
の 怖るべき 破 埴と 、己れ の 生活空間の 狂暴なる 破碎 、畸形 化を 經驗 したと する。 

この やうた 場合、 該 民族は 次の 如き 問題を 提出す るのは 蓋し 常然 であらう。 抑。 破碎 された 
如の 生活空間に もともと 定住し、 民族の かの 生活 形態を 先づ 何よ® も 守護すべく 委ねられて ゐ 

五、 ナチ K の 地理 建設 
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た人々は、ー體如何なる點において缺くるところがあつたのかといふ問題これである。このや 
ぅな問題提出は斯ぅいふ人々に復窝しよぅといふ竟圖からではない。何故なら復 || 乃至後悔と 
いふ如きものは何のブラス面もないからである*た ^ われわれの屋臺が、前と同じ樣に缺點あ 
る 人々 によつ て、 fit 弱な 砂 や 紙の 地盤の 上に 建てられて、 確固たる 支への 大地と 枯れた 土地の 
: sl h に 築かれねば ならぬ ことが 無視され ては 一大事 •たからで ある。 地 政學が 要請され るに 至 
つたこと も、 政治的 生活 形態 乃至 民族の 地盤、 文化の 地盤を、 もつ と 立派に 科學 的に 守護して 

行かぅ とい ふ 第一義 的な 衝動からで ある」 と • 

以上の 記述に より、 ドィッの 地 政 學が 、抑 e 地理 畢を して 現實的 政治に 役立たし めんと した 
地理學 者 達の 念願より 出發 して ゐるこ とが 充分に 謀 解せられ るで あらぅ。 しかるに 我が 國に於 
て、 地 政 學を論 ずる 際に、 往 々にして 地 政 學は 地理 學に あらず となす ものが ある。- 地理 學は靜 
態 的なる 學問で あり、 しかも 純然たる 客 觀科學 の 立場より 之を 研究すべき である •之に 對 して 
地政學ははじめからその國の政治との ^ 以に於て硏究せられるものであり、これは政治學のー 
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部門に迖すべき '^ のである。地理學はその本來の立場を守るべきで、その埒外に出でてはなら 
ない •」 とい ふので ある。 これは 全く ドィツ 地 政 學發 達の 晞史を 知らざる もの、 言と いふべき で 
ある。實にドィヮの地政學は上記の如く、第ー次歐洲大戰後祖國ドィツに對する地理學者達のや 
むに やまれぬ 氣持か ら發 達した もので あり、 はじめから 學說を 體系 的に 樹立 せんとした もので 
はな かった。 彼等は 寧ろ 地理 學は須 らく 地政學 たらざる ベから ずとまで 云 ひ 得る 氣持で 、その 
硏究に 從 事した ものと 考へら れる ので ある。 勿論 現在に 於て は ハウス ホ ー ファ ー をは じめ 多く 
の 地政學 者は、 政治 地理 學と 地政學 との 區 別を 論じて ゐる。 「地 政學の 礎石」 に 於け る 「地 政學 
は、 地理 學特に 政治的 空間 有機 體及 びその 構造に 關す る學 としての 政治 地理 學の 廣汎 なる 基礎 
の 上に 立っ」 との 文句の 如きは、 その 著名なる ものである。 

一應の 業績の 爲され た 後に 於て、 その 跡を 振 返って 之を ^ 系 付けん とすれば か、 る兩 者の 區 
別が 考 へられる のは 當然で ある。 それ 故 抽象的に 論ずる 場合は、 政治 地理 學は靜 態 的な 國 家の 
結果 的範嚙 を 究 むる もの、 地 政學は 動態 的なる 國家の 原因 的 範 b を 究むる ものであると いふ 枝 

五、 ナチ スの地押 *£ 玫 
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ナチ スの地珣姥設 

に 一 ^ 規定す る こと も 可能で あらぅ •併し 過去 並び ." 現在に 對 する 徹底せ る硏究 は、 必然に 將 
來を指问すべきものであり、ダ將來に對する硏究は、當然過去 !-: 爲され、現在生起しつゝある 
事锭の確固たろ茶礎の上に立つて行はれねばならぬ。具體的硏究に於ては、どこまでが地 ?3 學 
の 領域で あり、 どこまでが 政治 學の 分野で ある 等と いふが 如き、 判然たる 區別が 存す るは ずは 
ない。 それは ドィツ 地 政學者 達の 實際 C 0 業績を 見れば、 直ちに 謀 解の ゆく ところで ある。 

我が 國に 於て は、 往 々にして 旣に 「つくられた る もの」 としての 地 政學や 政洽 地理 學の 理論 
のみた對象とし、具體的なるものを「つくるもの」として之ヒ考へることが尠い。その結果は 
抽录的なる方泌論を弄するのみに了つてゐる。理論は實踐に先立つものではなく、實踐を跡付 
け之を紐揿化し、それを更に發展せしむるのが理論であることを知らねばならない。ナチス今 
日の發展は、先づ實踐ょり始まるところにあつたことを銘記すべきであらぅ。 

要するに、 我等は いた づらに もの、 形骸の みを 見る ことなく、 その 本來の 意義を 根底に 於て 
把握することが肝要である。ドィツに於いて發達せる地政學の意義は、第一には從來0地理學 
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が、 現狀の ま、 の 諸事 象、 現狀 のま 、の諸關聯の考究、謂は \: 存在の科學たるのみに終始して 
ゐ たものを、 當に實 現せら るべき あるべき 姿の 顯示 、あるべき 諸 關聯の 考究、 謂は け-常 爲の科 
學と して. の 性格を それに 具有せ しめたと ころに ある* 言 ひ 換 へれば それは 學問 と實踐 との ー體 
的 立場の 把握と 云うても ょいで あらう •從つ て 本質的には 地理 學は卽 ち 地 政學で あらねば なら 
ない とい ふ 事に もなる わけで ある •更に 第二の 意義と しては、 ドイツの 地 政學は ゲルマン 民族 
を 離れて は 存在し ない とい ふところに ある •屠說 した 如く ドイツの 地 政 學硏究 は、 ヴ * ル サイ 
ユ 體制の 桎梏 下に 生れた。 非 ドイツ 的なる ものの 克服と して ゲルマン 民挨 信仰のう ちょり 生れ 
たものである。從つてゲルマン民族に基礎を迓かぬ地政學の硏究はあり得なかつたわけであ 
る •勿論 「生活 地域」 の槪 念が 歐洲新 秩序 建設と いふと ころにまで 高められる に 至つ た 今日に 
於て は、 地 政 學硏究 の對象 も、 歐洲 全般の 國 土經營 とい ふところに ある わけで あるが、 併し、 
土地に 根ざす 民族の 硏究が 、その 拫底を なして ゐる ことには 變り はない •以下 之に つき 「地 政 
學 J に關するドイツ地政學者の言を聽くこととする。 

五、 ナチ K の 地理 建設 
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ナチ K の 地 用 迷 詨 

-1 地 政學は 本 來芦然 科 ^ ©? ち 物質に 關す o 科學 ではなく、 一っの 节神 科學 I 人 問 及び 人間の 
E 志に 關 する ^ 問 —— ic K する ものである。 國土或 は 民族を 地理 學的に 考察す るに 當り 、自然 
にょって 制約せられ た 人間の 頊坨 世界に 於け る 物 ft 的、 自然 的 乃至は 自然 地理 的 現象が、 值 接 
問題では ない* 地 政 學者の 主なる 關心 は、 山脈、 溪谷 、河川、 並びに 海洋、 氣候狀 態、 及び 地 
下 資源に あるので はない •寧ろ 地 政 祭 者は 民族が 自然 的瑱境 並びに 生活 地域に 對 して 働き かけ 
る關 係を 考察す る ものである。 

璟境及び生活地域を再編成し、地理的並びにその他の自然的な制約を、あくまでも利用し、 
從 って 必然的に それを 克服せ ん とする 人間の 名# 心は、 根 ^ 的な 人間の 天性の 一つで ある • 

A » g: <l» 8: ;l4 、 , s: BC ;' n f : l : & ic» i& M » M. s:' -^ s : '& ^: 、4 i ^« x : i ' 

-r' l^ A» s: , i: s: i^ s: ^^h H:' 、 L ?: n ?: v. -e» t 。 

人間の 意志は 集 團 を構成する。集團は民族を形成する。拷言すれば集 0 が基礎になって民族 
が 出來 てゐ る。 これが 人間 意志の 活動力の 最初の 現 はれで ある 6 人間の 活動力の 第二の 段階に 
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於て は、 集團 、民族が、 地表 或は 生活 地域の 一定 部分を、 彼等の 故鄕 、祖國 、國 家に 構成す 
る •民族と 國家 とは、 創造的 人間 精神の 最も 重大なる ニつ の 所產で ある。 この 兩 者は それぞれ 
一定の 境界に 結びっいて ゐる •民族と いふ 範喀 は、 種族 的、 社 會的 境界を 考へず しては 理解し 得 
ない。 R 家の 場合 も 亦 然りで ある。 民族 並びに 國家の 境界は、 人間の 精神に ょり 永遠に 制約 さ 
れてゐ る。 精神的 態度の 轉換が あると、 また 民族 及び 國家の 境界に 於ても 再編成が 行 はれる。 
それ故、境界の變遷は、言は !1: 地政學の主要テーマとして考へることが出來ょぅ* 

併し 民族の 境界が 必ず 國 家の 境界と 一致す ると いふ 風に 無造作に 斷 言して はならない •民族 
の境界が、阈家の境界と非常に隔ってゐることは、極めて多い。これ等各種の境界の間の關係 
が、 如何なる もので あらぅ とも— 地 政 學に 於け る 最も 重要なる 要素は、 人間 精神が 時代 時代に 
ょって、 民族 及び 同家に 對し 新しき 境界を 引かん と 企 圖 した その 事實で ある •地 政學は 民族 及 
國家 丨從っ て その 生活 地域の 境界の 變遷 に關 する 學問で ある。 

人間 意志の 動的 作用 力は、 いかなる 時期に も、 山脈、 河川、 氣候 、その他の 自然 的 地理 的 事 

五、 ナチ ス ©地理 建 K 
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ナチ K の地押迖設 

象に對し、之を支配し、^^するカである丨」 

(Benoy Kumar Sarkar: Grundfragen der Geoplik-langewandt auf das indische 

Volk . ハウス ホ ー ファ ー 七十 歲 記念論文集) 

以上を 要するに、 ナチ スの 地政學 は、 存在を 存在と して 見る に 止らず、 その 民族 信仰に 基く 
理念の 實 現を 目標と して、 現實の 矛盾を 打破 改革 せんとす る 欲求ょり 生れた 實踐 の學で あつ 
た。 この 意味に 於て 地政學 そのもの も亦戰 ょり 生れた 戰ひ の學 てあつた こ、 |^ 舊私序 1 1 1- 欺旷 
と 矛盾と が剔扶 打破せられ、 か r やかし き ナチ ス •ドイツ 今日の 勝利を 導く 契機が あつたので 
ある • 

國境の 拂拭 

第一 次歐洲 大戰後 民族自決 主義の 名の 下に、 世界の 各地に 多くの 弱、 小讓が 成立した。 



mlu ， パに 於て は フィンランド、 エストニア、 ラト ヴィア 、リトアニア 乃至は ポ ー ランド、 



ml p ，パに 於て は フィンランド、 エストニア、 ラト ヴィア 、リトアニア 乃至は ポ ー ランド、 
チ*，コスロヴァキァ、ユーゴースラヴィア等があり、アジアに於てはサゥヂ.アラビア(大 
戰 後先 づ へッヂ ヤス 王國 出現、 後ネジ ドの イブ ン == サゥ ドに よって 併合され、 へッデ ヤス H ネ 
ジ ド王國 となっ たが、 一九 三 ニ 年 之を 現 名に 改稱 )、 イエ ーメン 、イラク 等の 諸國が 生れ、 ァフ 
リヵに 於て は H デ ブトが 獨 立した。 その他 新たに 委任 統治なる 形態が 生れ‘ 舊 ドイツ 領 植民地 
や、 トルコ 領で あった 地方が それぞれ 列强の 手に 分けられた のであった。 

この 世界 地圖の 塗. り 代へ によつ て、 イギリスを 中心とする 舊 秩序 的 勢力に とつて、 都合よ き 
態勢が 世界に 亘って 確立せられ るに 至った ので ある。 實 疋 こゝに 新たに 出來 上った 世界の 政治 
區 劃の 多くは、 自然 的 秩序に 從 って 決定せられ たも S ではなく して、 寧ろ 舊 秩序 的諸國 の繁榮 
に 都合よ き樣に 定められた 極めて 人爲 的、 不自然なる ものであった。 卽ち その 极本 としては 先 
にも 一寸 觸れた 如く、 弱小 國を 分立せ しめる ことによ つて、 これ 等の 國 々を 政治的に 經濟 的に 
自立し得ざる如くなし、これ等强國がそのイーーシァチブを握るといふ方针のもとに決定せられ 

五、 ナチ スの地理建設 
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ナチ スの地琿建設 

たので あり、 又 その 細部に 亘 っての 同 境 線の 劃し 方に 於て は、 これ 等 强國の 有する 利權に 關聯 
して ゐる 場合が 多かった。 例へ ぱ西 南アジアに 於け る 新興 國の阈 境 線は、 油田 乃至は 送油管の 
利權 との 网聯に 於て 決定せられ てゐ る茴が 多い。 その 極めて 最近の 例を 擧ぐれ ば、 イラン ^ 奂 
に 位置す る アバ ーダン 島の 所® 問題が ある。 同 島は 長く イラン、 イラク 兩國 間に その 所屬が 爭 
はれて ゐたが 、一七 三 七 年以來 イラン 領と 決定せられ た。 併し 自然 的に 見れば、 同 島は 寧ろ イ 
ラクに ® する のを 至當 として ゐる 。此の 島の 周圍を 流れる チ グリス •ユ ー フラ テスの 河水は、 
イラク側と同島と 0 問ょりもイラン側と同島との問の方が交通に不便で、イラン領と決定した 
今日に 於ても、 事實上 同 島は イランょり 切り離された 孤島の 觀が ある。 かくの 如く 自然 的 秩序 
を 無視して 所 恩を 決定す るに 至った 理由は、 同 島に 世界最大と 稱せ られる イギリスの 精油 工場 
があり、又同島がアングロ.イラ_1アン石油會社所鳐の送油管の終點に當ってゐる事實ょり直 
ちに諒解サられるであらぅ。 

か ゝる 事實は 新國境 線 割 定の埸 合には 到る ^ に 於て 見られた •而も かくして 成立した 不芑然 
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な！； 境 線を、 所謂！ 一際 法なる ものは 之を 恰も 侵すべからざる もの、 如くに 思. はせ て來 たので 
あつた。そして圯困上に劃された單なるー線が*百萬の軍はをも支ふる_壁となってゐたの 
である •ィギリスは どれ だけ この 國境不 可 侵 M の 恩惠に 浴して 來たか わからない。 その 廣大な 
植民地を、 充分なる 軍備 もな しに 今日まで 保持し 得た のは、 全く この 國境 M によっ てぐ あっ 

た. 

ナチ スが ドィツを 再建す るた めには、 舊 秩序 的 勢力に よって 固められて ゐたか 、る 世界の 政 
洽體 制を 打倒せ ねばならな かった •それには か、 る 國境に 對する 不可侵 觀を 打破し、 現 實の 不自 
然な阈 境を 地 ® 上よ り拂 拭せ ねばならな かった •オット！ マゥル や ハゥス ホーフ "ル 等が、 
境界に對し生物地理的本質を强調してゐるのは、從來の阔境觀の否定であり、先述せしナチス 
の 「生活 地域.」 なる 槪念 もまた、 從來の 同 境 锑 拭を 意味して ゐる ものに 外なら ない。 最近の ド 
ィツの地捫帖が、世撂の政洽區割圇を載せる代りに、地螃 13 、氣象&,海流圖、生物分布0、 
民族分布 ^ 等を豐富-!揷 \ してゐるのも、か、るあらはれのーつである。 

五 •ナチ ス の 地 砰 建設 
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ナチ K /) 地 a 建設 

ナチ K の® •境！^ 试 的 あら はれは、 ドイツ® 內に 於け る® 境の 拂 拭® ち 長く ト イツの 
統一を 妨？ ゐた 1 制度を 撤廢 して' 統一 1 を 形成す ると ころょり 始まっ た。 吏に 云へ ば、 
ドイツ人固人の心の中にある阈境を除去するところょり始まつたのてある 

先述の 如く ドイツ 國土 S 1 I 難なら しめて ゐる ものには、 自然® 制約、 列 S 干涉 S 
あった-併 しそれ S には ドイツ人 個人の 心の中に 旣 S 境が 存 して ゐた ところに 原因して ゐ 
た •ナチズム 世界 觀は ゲルマン 民族主義を 稱 する ことにょり、 先づ この 個人の 心の 國 境を 禅 拭 
せしめた。 そこに 自然の 制約 性も發 展性に 轉換 し、 5 の 統一を 實現 する ことが 出来ろ ことと 

なった のであった。 

なほ 之と 共に ドイツ 國 土の 统 一を 促進せ しめた ものと して、 國營 自動車.' S 路 S 設があ 
る。 ライ ヒス •アウト •パ ーネン 建設の 意義が 失業者の 救濟 、交通 渾輸の 促進、 延いては 產業 
の 興隆、 乃至は si あった ことは S に 3 れてゐ るき ろで あるが、 そ S 他に トイ ツ 
一 £內 の M 境拂 拭に も あった ことに 注意すべき であらぅ。 國 土の 統一を 先決 條件 とした ヒトラ 
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1 は、 一九 三 三年、 その 政 權を 獲得す る や、 旬日に して 七、 〇〇〇 秆 S る ライ ヒス •アウト. 
パ！ 5 SSI 表し、 早く も 同年 九月 二十 三日には、 フランクフルト .1 •マイ ン丨マ 
ン ハイム 間 路線の 建設に 着手した 。この 大動脈 i 設に より、 ナチ スは 今迄 各個 ばらばらに 生 
存 して ゐた小 地域に、 血を 通は せ、 神經を 通じ、 全雙 部分と して これ 等 地域を f しめたの 
であった， 

次に ナチ K の— 拂 拭は、 外に 向っ ては 一九 三 五 年晉の 軍事 條項蠢 宣言に 伴 ふ、 ライン 
ランドの 進 註に はじまる •ライン ランドは フランスと 境を 接する ドイツ 國防 h の 要地で ある • 
而も 葡萄 あり、 鐵あ り、 石炭 あり、 各種 工業 亦 極めて 旺んで 、產業 上より 見ても ドイツに 於て 最も 
惠 まれた 地帶| して ゐる •そ？ 1 的 に も •トイ ツ 文化 發祥 S とも J べき 地帶 で、 西方 
ドイツの 生命線を 構成して ゐた •それに も 拘らず 十八 年間と いふ ものは 一片の 國際 によっ 
て ドイツ 軍の 進駐 は 防止せられ、 裸 q ま、 にて こ SS 帶が フランスに 對し£ 露せられ て 
ゐた ので あった。 併し 今や ドイツ 軍の 進駐に よつ て、 ドイツの 實 力の 前には 國際條 於 も- 片の 

五、 ナチ スの地理这設 
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反古と 化する に 至つ たので ある • 

次いで 獨填合 邦、 ズデー テン 地方 併合と 次ぎ 次ぎに 打たれた ナチ ス の 手は、 この 歪曲せられ 
た ml a ッバの _ 境を 拂拭 せんとす る 目的に 沿ぅて 爲され た 行動で あつた。 今や ナチ スは 着々 
として 歐洲新 秩序 建設の 戰に從 事して ゐる 。これ 實に m 丨 n ， パの 不自然なる 國 境を 全面的に 
否定し、 そこに 自然 的 秩序に 於て 新たなる 國 境を 劃定 せんとす る もので あり、 新 秩序は まさし 
く眞秩序を目指してゐるものに外たらない。これこそナチスの向はんとする具體的地理建設の 
最も顯 著なる ものと 云 ふべき であらぅ。 ナチ ス地 政學 の目檩 も 亦 こ、 にあつ たことは 旣述の 通 
りで ある。 

持たざる 國 より 持てる 國へ 

外交は 從來云 はれて ゐるが 如く 單なる 外交の 分野の みに て 決定せられ る 問題では ない。 國家 
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の锶 力* 殊に その 提底 をな す 武力が、 外交を 決定す る 有力なる 條件で ある •從つ て ナチ スが， 

ヴ H ル サィユ 體制の 鐵 鎖" <-斷ち切り、祖國ドィツを再建するためには、因カ、就中”ての抒蝻を 
充實 する ことが 特に 阡 要で あつた。 

然るに ドィツは、 败戰の 結果 その 國土の 鐵 .，石炭、 加里 等の 所謂 重要 資源を 多く 包藏 する 地 
方と、悉くの植民地とを失つた。そして淺された國土に於て、淺された耕地と、续された石炭 
と 岩鹽と 森林と、 而して また 限られた 鐵鐽 とに ょつ て、 六 千 六 百 萬の 大人 ロを 養 ひ、 その 國カを 
充足して 行かねば ならな かった。 加 之、 之と 關聯 して 惹起した 經濟界 の 混亂に ょつ て、 產業 
は桓度に萎縻し「持たざる國」としての辛酸を、ドィツは具さに嘗めさせられてゐたのである。 
か、 る狀況 の 下に 於て は、 假今 ドィツが 如何に 努力した としても、 旣に 「持てる 國」 と 成り お ほ 
せて ゐた 英米を 向 ふに 廻して、 之と 對抗し 得る* たけの 國カ を充實 して 行く ことは、 殆んど 不可 
能と 見られた。 而も ナチ ス は その 不可能を 次第に 克服して 行った。 一九 三 八 年 三月の 獨墣合 邦 
殊に その後 半年に してな された チ*， コ のズデ ー テン 地方 併合 • 

五、 ナチ K の 地理 建設 
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かくの 如く 次ぎ 次ぎに 斷ち 切られて 行く ヴ * ル サイ ユの鐵 鑕 を 目前に 見なが らも、 英诗側 は 82 
遂に 之を 阻止し 得な かった。 それは 一っには、 その 前年の 十一月 獨 伊三國 間に 締結を 見た 防共 一 
協定が、 英佛ツ - 牽制した ことによ るのは 申す 迄 もない が、 一っには 旣にこ の 當時に 於て、 孕く 
も相當 程度 充 S を 見せる に 至っ た ドイツの 國カ 、就中 軍備が、 朽言の 威壓を 加へ てゐた ことに 
よる ものである。 殊に ズデ ー テンの 場合は、 先に 一九 三 五 年 三月の ヴ * ル サイ ユ條約 中の 軍事 
條 項廢棄 宣言、 翌三六 年 三月の 口 カル ノ _ 破棄 通知 並びに 之に 伴 ふ ライン •ランド 駐兵 等に 於 
て、寧ろドイツ側に好意を寄せてゐたイギリスも、今囘は流石に默し兼5、あはや戰端が開か 
れ o かと 思 はれた のであった が、 ドイツの 實 力の 前には 抗し 得ず、 遂に 事な きを 得て 無血のぅ 
ちに ドイツ 側の 壓倒的 勝利に 終っ たのであった。 

これ 等 ニ國の 併合に より、 ドイツは 有力なる 資源 並びに 工業 地帶を 確保す る ことが 出來 、爾 
來 ドイツの K e は 急速に 整 ひ、 今次の 大戰に 於て は 尨大なる 機械化 兵團 、莫大なる 新銳 兵器を 
擁して、 綽 々たる 戰鬪 振りを 見せて ゐる ことは 周知の 通りで ある。 



ナチ K をして この 不可能を 可能なら しめた 根底には、 i の 如く 世界 觀 S 換が 兄ら れ 
る。 殊に— しい fs 必然 is 對す— 1 せしめた •而し 5 の 新ら しき I 
の もと— f 考- へたと 急に— にし 一-前途 -S け、 新た 1 資源の 創造が されて 行つ たの 
である。 

ヲ、 從來 資源と 云へ ば、 旣成 S 濟 地盤に 於て、 卽ち 個人主義 的、 自由主義 的 震 •_ の 立 
場に 於て 、 f is 術、— の 生— 以 51 適し S 料 資源 2 S して ゐ 
た。 例へ ば鐵 資源と 云へ ば、 S ョ i ッバ 式製鐵 法を 以て 處理 する に 適した 鐵分五 0丄 ハ 0 
%以ヒ の富鑛 、而も 拳大 以上の 磁鐵鑛 のみを 指して 居り、 採算 上 引合は ぬ磁鐵 鑛の嘉 、叉は 
粉辣 乃至は 砂鐵 、更には 品位 高 f 脆弱に して 碎け 易く、 ョ i て ハ si に 適せ S 鐵鍊 
雲母 鐵馨は 殆んど 問題と されて ゐな かつた。 又 アルミ 一一 ウム 資源の 如 f 7 ランスに 方て 
震した バィ ア 4 式法の 如きに 適する ボ丨 キサ ィト 原鑛 のみを 意味し、 今や 乳 ヵ國に 充分な 

利用 價— 見出されん としで—、 8、 粘土 等— 富に 含有せられ て！ i ゥ 

五、 ナチ K ©地理® • 
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ナチ スの地理建設 

ム 分の 如 S 、 之 美 S 加へ てゐ なかつ た。 石油に しても 1 石油 Q みが そ S 源で あり、 
又 ゴムと 云へ ば 馬來 、蘭 印 等で 殆んど 獨占 的に 栽培せられ てゐる 植物 性 ゴムの みを 衰 味し、 衣 
服の 原料と しては 殆んど 大部分が 羊毛、 綿、 麻 等であった。 

以上の 如き 立場に 於て 考 へられた 資源は、 旣に 英米 等の 舊 秩序 諸 固に ょっ て、 その 殆ん ど大 
部分が 確保せられ てゐ た。 從つて それ 等を 基準と して 資源 狀 態を 考 へる 限り、 英米 等の 諸國は 
實に 世界に 於け る 最大の 「持てる 國」 であり、 之に 對し 我が 國や獨 伊の 如きは 永久に 「持た ざ 
る國」として、英米のしりへに追踣して行くょり外はない。而も從來我が國の如きは、往々に 
して か i る 條件に 於て 生産せられ る ものの みを 資源と 見做し、 之を 前提と して 國 力を 評 憤し、 
或は 各種の 計畫 そ粒立せんとしたが爲に英米依存の考へょり容易に脫却することが出來なかっ 
たので ある • 

fc 源は か > N <3 條 件の 下に 固定され て ゐる ものでは ない •動かし 得る もので あり、 動かすべき 
ものである。ナチスは從來の個人主義的自由主義的立場に立っ靜止的、固定的資源覬ょり脫し 



て、 全體 主 a の 立場ょ b 資源を 主髖 的、 動的に 把へ た。 そして そこに 新たなる 眼界が 開かれて 
行つ たので ある。 

例へ ば 前記の 瓚資艰 にしても、 個人的 利潤を 超越して 同家 全體の 立場ょり 處理 する ことと な 
れば、これ迄資源となし得汉かつた磁鐵鑌の貧鍊は勿へ1、赤鐵鑛、雲母鐵择乃至は砂鐵等をも 
資源 化する ことは 比較的 容易で ある。 ドイツは 前大戰 の 結果 アル サス . 13 丨レンの豐富なる鐵 
痄地を 失 ひ、 その 必要と する 練 石の 大部分は 輸入に 俟た ねばならな かつた。 ナチス が 政 權を確 
立した 當時に 於て、 ドイツの 鐵鑛石 使用量は ザ ー ルを 入れる と 約 一、 六 七〇葸 瓲に 達し、 その 
中 約 一、 〇〇〇 萬 瓲は 主として スエ ー デン、 スペイン 等から 輸入して ゐ た狀況 であつ た。 かく 
の 如き 事情の 下に 軍備を 充實 する ことは 極めて 困難で あつたが、 幸に して ドイツ 阈內に は、 採 
算上は 有利では ない が 貧 鑛 としての 镂麴 なら ぱ相當 量の 埋藏が あつた。 ナチ スは この 贷鉍 を 利 
用す る ことに 決し、 先づ 一九 三 四 年、 貧缚ニ 〇〇萬@を 各 製鐵 業者の 前年度の 鋒 •鐡 生產 高に 按 
分して 割當 て、 同年 度に 於て 强制 使用せ しめた。 未だ 充分なる 貧 铰處理 方法が 發見せ られ てゐ 

五、 ナチ スの 地理 a 我 
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なかつ た 常時の ことと てこの 計！ は 充分なる 效果を 納める ことは 出來な かつた が、 各 興 ^ # 社 
は 之を 契機と して 貧 筠處理 方法の 研究に 專心從 事し、 政府 亦 これが 助成に つとめた。 その 結果 
クルップの 直接 製鐵 法、 ザハ トレ ーべン 法 等が 考案せられ 逐次 工業化せられ るに 至つ た。 しかし 
これ 等は 未だ 富 銪處理 の 一部と して 採算し 得る 範圍內 に 於て 實施せ られ てゐ た爲 、この 程度で 
はドイツ國內の貧鑛を全面的に活用するまでには至らなかつた。玆に全く利_を度外視して、 
貧鑛の みを 處理 し、 年産 四 〇〇 萬瓲の 銑鐵 、六 〇〇 萬瓲の 鋼 塊を 得ん とする へ ルマン •ゲ ーリ 
ング 大製鐵 所の 割 期 的計畫 となつ たので ぁる。 同 製 _ 所は 品位は 僅に ニ 五 % — 三 五 % の 貧鑛で 
ぁろが、拥：藏 * 實にニ〇倚瓲に及ぶと推定せられるザルツギッター地方の鑛區上に設けられ、 
一九 三 七 年 その 設立を 見た。 

この 製鐵 所の 設置に ょり、 ドイツに 於て 資源と して 認め 得る鐵 鑛は飛 躍 的に 擴大 せられる に 
至り、 IM 防 資源の 根幹た るべき 钱資源 に 關 する 限り、 ドイツは 「持たざる 國 」 ょり 「持てる 國」 
への 轉換が 約束せられ る ことと なつた ので ぁる。 この 事は 現實的 に ドイツの 軍備を 充足す る 上 
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に 非常なる 貢獻を なすこと となつ たと 共に、 ^ ー他國 より ^ の 供給が 斷たれ たと しても やり 
通し 得る 明るい 豫 想と、 自信と を ドイツに 與へた 。これ やがて オ ー スタ リ ー 乃至は チ". コの 
併合を 可能なら しめる 重大な 原因と なつた ので ある。 而 して ドイツは その後 この 兩國の 併合を 
實現 する ことによ つて、 極めて 良質の 鐵產 地を 加へ る ことが 出來た •この 事は 更に ドイツ その 
後の 發展を 約束した* こ、 に 次の 段階と して ドイツは 再び ルクセンブルグ やア ルサス *ロー レ 
ンの鐵を獲得すること、なるのである。かくてナチス.ドイツは、今日に於ては世界屈指のス 
ゥ * 1 デン 鐵をも 事實上 その 手中に 提 り、 舊 秩序 的 意味に 於ても 世界 第一流の 鐵 產出國 たる 資 
格を そな へ、 棹* として 舊 秩序 打倒の 戰を拉 けつ、 ある 現況で ある。 

從來 の經濟 地盤を、 又 從來の 資源 觀を 克服した 上に ぅち 建てられた 以上の 如き 貧 钱處理 は、 
やがて ドイツを して 富 鑛灌得 Q 道を 開 t めた S で あつた • 

か、 る 事 ® は、 また 石油に 關 しても 見られる ところで ある • 

ドイツは 第一 次 歐洲大 戰前 より 石油は 殆んど 有して ゐな かつた* そこで ドイツは メゾポ タミ 

五、ナチス地理の建跤 
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ア地方の搜富なる石刑資源に逸早く着眼し、各種の手段を用ひて之が獲得 5: 計った。例の11-卩 
鍈道 政策の 如きは、 一っには この 石油 資源を 目指した ものに 外なら なかっ た。 この 計畫 は英國 
側の 猛烈なる 妨害に 遭 ひ、 充分な t ぐ 妙 ^: を 納める ことが 出來な かった •か、 それでも 當 時に 於て 
は今日程に石油の重：要性も認められてゐなかったので、石炭の豐富なドィツとしては、左程ま 
でに 苦痛とは 思はなかった。 しかるに 大戰 中ょ h - 石油の 重要性が 次第に 認められ、 大戰 末期に 
は 「石油の 一滴は 血の 一滴に 値する」 とまでに 考 へられる に 至っ た。 今日に 於て は 軍艦、 飛 
行 機、 戰車 、自動車を はじめ、 如何なる 新銳 兵器と 雖も 、石油な くして は殆ん ど その 用を なさ 
ぬ狀況 となっ て 來てゐ る。 この 時に 當 って ドィツは、 國外の 石油 權益を 失 ひ、 外國 石油 會 社へ 
の參 與權を すらす ベて 失つ た 上に、 あまつ さへ 本國の 油田と して 僅かに 存し てゐた アル サスの 
Y ヒ h ル ブ 口 ン の 油田を も 奪は れ、 阈內 石油 消費量の 殆んど 大部分を 外 國に 依存す るの 己むな 
き狀 態とな って ゐたの であつ た • 

この苦難を克服する爲、ドィツに豐富に存する石炭を原料とした人造石油の硏究が、先觉的 
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なフ 91 ドリ， ヒ .ベル ギユウ ス 博士 や フランツ •フイ ッシャ ー敎授等の手汇ょつて默々とし 
て 枝 けられ、 實驗室 的には 成功を 見てゐ た。 併し 何分に も 天然 石油の 廉價 た 爲 、從來 の 營利經 
濟の立場に於ては之を企業化丁ることは困難でぁつた。勿淪この間てぁつてイ！ゲー染料會 
社の如きは巨額、の费用を投じてべルギユゥス博士の硏究を校助し、輿論の反對を柙し切つて1 
九 ニ 六 年には 年產 一〇萬 瓲の 褐炭 液化の 試驗 工場を 口 イナに 設け、 翌年ょり 操業を 開始して ゐ 
た。しかしそれ以上に本格的に規模を擴大することは容易でなかつた。 

ナチ ス は 政權を 把握す る や、 國家的 見地ょり これ 等の 研究を 大いに 助成し、 その 研究に 於て 
得た ^ 結果を 大規模に 工業化す る ことに 努めた。 一九 三 三年 十二月には a イナ 工場に 石炭 液化 
設備の 建設が 完成し、 一九 三 四 年には ドイツ 國內の 褐炭 煉炭 # 社、 ドイツ 石油 # 社、 イ！ ゲ 
1 染料 會社 、製鋼 會 社、 電氣 工業 會社 等を大 株主 出資者と する 政府 指導の 「褐炭 ベン デン 會 社」 
(Braunkoh r n Benzin A . G . 略稱 (32ご芙)の創立を見、これが人造石油エ業に大々的に着 
手す る ことにな つた。 かくて 一九 三 四 年末には、 早く も 大量生産の 可能と なつた ドイツの 合成 

五、 ナチ ス の 地 KSIK 
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ベン デンが、 自動車と 航空機と を 動かす に 至り、 諸 外國 に 非常た 衝動を 與 へたので ある" 2 
於て 石炭、 褐炭の ^ 富な ドイツは、 石油 資源に ついても また 「持てる 國」 としての 可能性を 保 
有する こと i なつた。 これは 貧鐵の 處理 と共に、 その後の ナチ ス •ドイツの 發展に 寄與 すると こ 
ろ 極めて 大 なる ものが あつたと 共に、 この 事に よつ て ドイツは、 やがて ポ i フン ド 油田 や ル 1 
マ ニアの豐富なる油田を確保することが出來たのであつた。 

鐵、石油のみではなかつた。ゴム、織維、樹脂，蛋白等をはじめ、直接軍需以外の各方面に 
苴つて も、 ナチ スは 新たなる 觀點 より、 獨自の 方法、 獨自の 施設を 以て、 新 資源を 續々 と 創造し 
て 行つ た。 その 着眼に 於て 最も 注目すべき は、 從來の 資源が 主として 特殊なる ものに 限られ、 
特定の 國に よつ て獨 占せられ て ゐたの に 對し 、「持たざる 國」 としての ドイツの 着眼が、 比較的 
普遍的に 存在す る もの、 資源 化に あつた ことで ある。 これ 實に舊 秩序 的 資源に 對 する 新 資源の 
戰で あり、 これによ つて 今や 從來の 所謂 「持てる 國々」 の特權 は、 次第に 無力 化せし めら れつ 
つ ある 狀況で ある • 
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これ等新資源のぅちで、最近頓に著名となつて來たものに合成ゴム「ブナ」がある*固 ^ の 
如く 世界の 殆んど 大部分の ゴム 原料は、 印度支那 半島、 印度支那 諸島、 セイロン 島 等ょ. 0芾 し、 
英 E が 之を 獨 占して ゐた •之に 對し 「ブナ」 は 石炭 及び 石灰を 原料と し、 ドイツと しては 殆ん 
ど 無盡藏 に 近い 資源を 擁して ゐる ものである •而も その 品質は 天然 ゴムに 酷似して ゐる のみな 
らず 、或 性 © に 於て は 寧ろ それ ?: 遙かに 凌駕して ゐる と傳 へられて ゐ . ' 

例へ ば ブナ N は 老化 後 も 天然 ゴムの 五 割墦の 荷重に 耐 へ、 又 磨 粍に 對し 耐久性が 三 割 以上 も 
大であり、更に日光に暴露されても天然ゴムの如く龜裂を生ずる恐れがない。又ブナ 5 の如き 
は 耐熱性 强大で 、一 五 〇 度の 溫度 に數 日間 曝されても 尙 使用に 耐へ ると 云は れてゐ る。 殊に 最 
も 注目すべき は、 天然 ゴムに 眞 似の 出來ぬ 耐 油性 ある ことで ある。 聞く ところに ょれば、 ドイ 
ツは 今次 大戰の 節擊 進軍に 際して、 パイプを 敷設して 燃料 油の 補給を 行つ たと. の 事で あるが、 
そのパイブの接手にこの甜油性ゴムを使用し、如何に速かなる進轚に際しても燃料油の補給 ^1 
新たな かつた と 云 はれる。 か、 る 實狀を 見る 時、 合成 ゴムは ドイツに 於て は 最早 單なる 天然 ゴ 

五、 ナチ ス 0 地繩建 K 
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タチ ス c 地 ！！* a 

ムの 代用品では なく、 新ら しき 重要 資源と なつて ゐる ことが 知られる であらぅ • 

これは 人絹、 ス •フ 等に ついても 云は れる ことで、 今日 ドイツに 於て は、 人， 絹 や ス •フ は旣 
に 木綿、 絹、 羊毛 等の 代用品と しての 域を脫 し、 英米® 秩序 諸國 の 資源 獨占に 對 する 有力なる 
戰士 として、 e 覺 しき 活躍を 稗け つ、 ある 實情で ある • 

かくて 「持たざる 國」 ドイツは、 ナチ スの 政權 獲得 以來 、「持てる 國 」 ドイツと して あざやか 
なる 轉換 を 行 ひっ、 ある' 而も その 轉換の 過程に 於て 新たなる 發展の 道が 開け、 而 して 新たな 
る 資源の 獲得に ょって、 また 次の ドイツの 發展が 約束せられ て 行った。 茲に ドイツは 今や 生產 
.面ょり見るもその相貌を一變せんとしてゐる。これこそナ.チスが、現實に、刻々に、實踐して 
行っ た 地理 建設に 外なら ない •それにっ けても 舊來の 靜止 的、 固定 的 資源 觀に 立っ 國カの 評 價 
が、如何に無意味なものであるか \: 、充分に隸解せられるであらぅ。 

以上を 要するに、 ナチ ス は 舊來の 資源 狀況を 基礎と して その 嚮 ふべき ところを 決定した ので 
はなく して、 その 世界 觀に 立ち、 その 民族主義に 基いて、 逆に 資源を 如何にな すべき かを 表へ 
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た* そこに 眼界は 自らに して 開け、 新しき 資源の 創造が 期待され ると 共に、 現實の ドイツの 產 
業景 觀 を 刻々 に ドイツ 的に 變じて 行つ たので ある。 

ゲ ー リング 元帥は、 一九 三 七 年 十月、 ヘルマン •ゲー リング 製鐵所 建設工事の 進涉 振りを 視 
察すべく、 ザル ツギ， タ ー を 訪ねた。 その 際 同 元帥は、 製鐵 所の 總 指揮官た る ブライ ガ ー 博士 
以下を 前にして 、大いに 彼等の 業績を 讃へ 、今後 更に 極力 事業の 促進を 計り、 この 製鐵 所が ア 
ドルフ •ヒ ，トラ ー の ドイツに 於け る 不動の 礎石と なるやぅ ー廢裔 M されたい と激勵 する 所が 
あつたが、 その 挨拶の 中に 於て、 「不可能」 とい ふ 字を 辭書か ら 抹殺せ ょと 叫んだ ナポレオンの 
如く、 ヒット ラ ー の ロから も 「旨く行かぬ」 (Esgeht 111{;11け)といふ言葉は最早や絕對に拽 
れるこ とがない。 全 關係者 一同 ナチ ス 本来の 實行 力と 不撓不屈の 精神と を 以て、 着々 此の 國家 
的難事業の完成に向つてー路邁進すべきである。といふ實味のことを述べたと報ぜられてゐ 
るが、 これ こそ ナチ ス資 源觀 の-採 本 精神に 外なら ない • 

五、ナチスの地珣迂衣 



ザ チ スの地珣砬或 . 

海洋ょり 空中へ 

海洋の 重要性は、 前記の ラ， ッ* ルの 言を 俟つ まで もな く、 古 來發展 的なる 民族は すべて 之 
を 熟知して ゐ た。 內陸國 は 海洋に 出で んと 努力し、 沿岸 國は 海洋を 乗り越ぇて 對岸に 到達 せん 
と努め、更には海洋を包圍しょぅと努カする。就中この最後のもの、卽ち海洋 5: 包圍して之を 
自己の湖と化せしめんとす 0 運動は、これをマレ.ノストロ ( sar ® Nostro ) ^ ' 動と 呼ば 
れ 、最も 注目すべき もので あり、 この 段階に 至つ て 海洋の 支配は、 はじめて 全ぅせられる ので 
ある。 從つ て發展 段階に あつた 諸 民族は、 槪ね この マレ •ノス トロを 形成 せんとして 努力して 
來た 。この 言葉 も ィタ リャ 人が アドリア海を 我が 海と せんと 主張した ところに 由来して ゐ る。 
古くは ヵルタゴが 紀元前 六 世紀から 三 世紀の 頃に、 西部 地中海を 自國の マレ •ノス ト n たらし 
めんと したが、 第一 ポ H -1 戰爭に ょ つて その 企ては 挫折せ しめられた •次いで ギリシャ 民族に 
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ょつ て工 ー ゲ海が マレ •ノス ト ロとなつた地中海全體がマレ.ノストロとなるに至つたの 
は、01マ人の時代のことであった。黑海も北海もバルチック海も、皆それぞれの民族にょっ 
て、 又 それぞれの 時代に 於て、 マレ •ノストロたらしめんとする努カが较けられた。而して太 
平洋 は、 上代に 於て は實に 我が スメラ 民族の マレ. ノス トロで あつた ことが 考へ られ '又 降って 
中世ょり 近世に かけて は、 すくなくも} 2|濠地中海の一帶は、我が八幡船隊にょってマレ*ノス 
ト B たらしめ られ てゐ たので あつた。 

マレ*ノストロの最も大規模なるものは、费通にはィギリスにょつて形成せられた今日の印 
度洋 とされて ゐる 。印度洋 並びに その 緣海の 海岸の すべての 重要なる 部分は、 現在 ィギリスの 
掌中に ある。 それは 印度を はじめ、 ビルマ、 マレ 1、 シン ガボ 1 ル、 オ 1 スト ラ リア ア テ 
ン、ヶ-1ア、南阿聯邦等の如く、ィギリス西接の植民地である場合もあれば、タンガー_ィヵの 
如き 委任 統治の 形態を 採つ てゐる も 0^>ある。又ィラク、タィ、ィラン、ォーマン、蘭印 « 
領束アフリヵ等の如く、獨立囡であつてもィギリスにょつて « 質的に支配されてゐるところも 
五、 ナチ K の 地 押 建設 
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ナチ K の 地 ? I 雄 設 . 

ある。 

ヒ 4 かに ゾ マリ ランドを はじめ 少數の あま-® 重要なら ざる 部分の みが ョ i ， •ハの 他の 國 
國 に 鹿して ゐる S — い • f S ゾ マ” ランド si そ S 1 先き 5 n ト1 乃至は セ 
イシ エル 諸島 等の 英領 地が あり、 叉 マダヵスヵルは モ i シ ヤス 島に よつ て 常に 監視 せられて 
ゐ 名 狀況で ある。 

以上の 如く 印度洋は 確かに イギリスに よつ て 完全に その マレ •ノス トロたら しめられた 範 
域で ある。 併し イギリスの マレ •ノス トロは、 印度洋の 如き 局部 的 海洋の みでは なかつ た 
近世 以降、 世界の 七つの海に 直つ て、 その マレ •ノス トロが ほ V 完成 せられて ゐ たと 考 ふへ 
きであらぅ。た \: 大洋に於ては、內海、地中海とは事情が異り、その周緣の陸地を完全に支配 
する ことは 容易で なかつ たし、 又 その 必要 もなかつ た j 寧ろ 海上 交通の 要衝を 確實に 把握す る 
ことにより、 假令內 海、 地中海に 他國の 支配が 及んで ゐて も、 之を 無力 化せし め _ に 一 U 一つ 
て その 制 S 可能なら しむる ことが 出來る •嘗て ド プソは 第一 次 歐洲 大戰に 際し、 才 i トリ 
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ア 、ハン ガリア. それに ブルガリア、 トルコを 同盟軍に 加へ、 北海、 バルト海より、 アドリア 
海、 H 1 ゲ 海、 東 地中海 等を 經 て、 イラン 濟 乃至は 紅海に 至る 海洋の 沿岸を 確保して ゐ た。 併 
し 北海、 バルト海は、 北は ノ ールウ**1とイギリスとの海上に於て、西はブルターー1ユ半島よ 
りコ I ンゥォ ー ル 半島の 間に 於て 聯合 軍に よつ て 封鎖せられ、 又 地中海は ジブラルタルに 於 
て、 紅海は アデン、 イラン 鹊は オル ムス 海峡に 於て、 いづれ も 聯合 軍に よつ て その 出口が 押へ 
ら れてゐ た。 從 つて 海上に 於け る 活動は 甚だしき 制約を 受け、 無制限 潜水艦 戰を以 て 之に 對抗 
したが 遂に その 形勢を 挽回す る ことが 出來 なかつ たので ある。 

イギリスは 全世界 it ： 亘る この 海上の 要 點 把握に 向つ て、 周到に、 费實 に、 實跷 して 行つ た • 
試みに 現在に 於け る イギリスの 海軍 极據 地、 要塞、 燃料 供給地 等を 地 圖上に 跡付けて 見るなら 
ば、 イギリスは その 目的を ほ ^ 達成して ゐる ことに 氣付 くで あらぅ。 

. (別表 參照) 

五、 ナチ スの地理这玫 
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ナチ スの地理迷設 



英园 の 本國以 外に 於け る 海軍 极據地 及び 要 宅 燃料 供給地 



(1) 海 取 fe 贮 地 

1、 ハ 5 フアツ クス 
4、 マルタ 

7、 香港 

( 2 ) 要 京 燃？ T 供給 港 

1 キングストン 

4 、 ダーバ ン 
7 、 カラチ 
10 、 カルカッタ 
13 、 7 9 マントル 

16 、 メルボルン 

19 " ホ パ ート 

22 、 9 イツ テル トン 



2 、 ペル ムグス 
5 、 ボンベイ 

8 、 シ r ニ— 



2、 フリ丨 タウン 

5、 マウ リシ ウス 
00 、 コロンボ 

11 、 ラング- ン 
14 、 アル パ ニイ 
17 、 ニュ1 カツ スル 
20 、 オ一 クラン ド 

23 、 ダ ^ デイン 



(3) 海軍 用と して 使用 出來る 商業 用 ドラィ •ドック S 所在地 (X 浮游 ドック 

1 、 カナダ 1 



3、 ジブラルタル 
6 、 シン ガボ ール 



C 0、 ケ—ブ タウン 
6 、 アデン 

9、 マドラス 

12 、 木杈砧 
15 、 アデ レィド 

18 、 ブリスべ 丨ン 
21 、 ウェリントン 
24 、 H スク ィマ ル ト 
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(佐藤弘氏「政治地珣取槪論」にょる) 



ナチ スの 政權を 樹立した 頃に 於て は、 世界の 海洋は この イギリスを はじめ、 それに 米、 你 、 0 

五、 ナチ スの 地理 建 奴 



ナチ スの地 ? 1 44 3 

蘭 等を も 加へ た® 秩序 的 勢力に ょつ て ほとんど 完全に マレ •ノ スト n 化されて ゐたの であっ 
た。而.もドィツは、ヴェルサィ .-1. 條約にょってその海軍カは戰闘艦六隻、驅逐艦士：逑、水 
_雷 艇 十二 隻 、轉巡 洋艦 六隻 及び その他の 總數 十离 八千噸 に 制限せられ、 その 商船の 多く も賠 {!!• 
金の 一部と して 列阈に 移譲せ しめられ、 あまっ さへ 海洋に 出づる 爲の河 川す らもが、 R 際 河川 
として その 自由を 奪 はれて ゐたの であつ た。 

この舊秩序的勢カにょる海洋の桂梏を斲ち切らんが爲に、如何に海洋ょり之を攻めても旣に 
鐵壁となつてゐるその守，0を破ることは殆ど不可能なことであつた。こ、にナチスは胬たなる 
空間に着眼し、空中制逋にょって英國の海 |- 制嫋を無カ化せんとしたのである。「空にはジブラ 
ルタルなし」といふのがその着眼であつた。ナチスはこの目檫に闵つてその全カを傾注した。併 
し當時 ドィツは ヴ •'ル サィ H 條約に ょって 空軍の 保有が 絕對に 禁止せられ てゐ た。 た ^ 一九二 
八 年 以来 飛行機の 製作が 許される こと、 なった ので、 その 製作に 努力す ると 共に 商業 航空路の 
擴充に 力を 致し、 國內は 勿論、 歐洲 各國 との 間に 網目の 如く 航空路を 張っ て 行っ た。 一九 三 四 年 
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二月には ドイ ，チェ •ルフト •ハン ザ 航空# 社は、 多大の ^ 牲を拂 ひ、 世界 最初の 南 大西洋 横 
斷定期 航空路を 開設して ゐる 。か k る 一方、 祕密裡 に ゲ ー リングを 中心に 前 大戰の 經驗に 基き、 
空軍 再軍備 計畫 を硏究 して ゐたが 、一九 三 五 年 三月、 突如 空軍 部隊 S 整備を 宣言し、 忽ちに し 
て 世界 第一流の 空軍を 備 へて 行つ た •一九 三 八 年の ズデ ー テン 問題を 繞る ミ* ンへン 件 議に於 
て イギリスが 遂に ドイツの 主張の ま、 に 動かざる を 得な かつた 理由の 有力なる 一つは、 ドイツ 
空軍の 實 力を 恐れた が 故に 外なら なかつ たので ある。 

なほこの 空軍の 建設に 全力を 傾注した ことは、 ドイツの 科學 、技術、 產業界 を その 全般に 苴 
つて向上せしむる結果となつた。卽ち航空機は時々刻々に進步し、時代の最先端に位するもの 
であり、 最高の 科學 、最新の 技術、 最新の 施設を 要求す る。 從つて ナチ スが 世界 设優秀 の 空軍 
を 整備す るた めには、 世界 最高の 科學 、技術、 乃至は 最新の 施設を 必要と したので ある。 ドイ 
ツに 於け る 人造石油 も、 人造 ゴム も、 その他の 新ら しき 資源 も、 この 空軍 建設に 伴つ て、 その 
發達が 促進せられ て 行つ たもの が 極めて 多い • 

五、ナチスの地 £« || 没 
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ナチ K の 地理 建 茂 

ドイツの か、 る 空への 建設に 對し て、 イギリス、 アメ 9 力 等の 舊秩序 諸國 もた だ默 して ゐる 
害はなかった。 之に 對抗 すべく 必死と なって 航空路を 延ばし、 飛行機 製作 H 場 %: 增設 し、 空軍 
を 擴充 して 行つ た •玆に F イツと 第 秩序 諸國 との 間に 空中 制覇の 激しい 戰ひが 展開せられ る こ 
つと となつ た。 

この 戰ひに 最後の 決を 與 へる ものは、 その 數に 於て は經濟 力で あり、 質に 於て は 科學と 技術と 
而し てまた 之を 運用す る 人で あつた。 總 -№1 を 中心に 一糸 亂れ ざる 總 カ戰體 制を 樹立し、 擴 散し 
てゐた エネ ルギ ー を 1 體 として 用 ふることの 出來た ドイツ 經濟 力には、 從來の 經濟觀 念を 以て 
しては 計り 知る ことの 出來ぬ 強固 さが あった。 而も それは 先に も 述べた 如く、 擴大 再生 產の形 
に 於て 刻々 に 增 大して 行った ので ある。 科學や 技術に 於ても、 確固たる ナチズム 世界観に 立 
ち、 科學 を、 技術を 戰ひ として 觀じた ナチス 科學 者、 技術者 達の 眞劍 な總カ 的 努力は、 他の 容 
易に 端倪すべからざる ものが あつた。 最近ょ く ドイツは ユダャ 人を 排斥して 以來 、その 科學は 
低下した との 整を 聽 く。 成程 從來云 はれた 如き 抽象化せられ た 科學 i それは 寧ろ 科學の 表 
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現 形式 乃至は 表現 技術 だけに 過ぎない ものであるが — はナチス.ドイツには興らなかったか 
も知れない。併しそこには新らしい科學槪念に立つ具餵的なる科學の發達があつた。そしてそ 
こ V - 優れた 航空機 も 生れる ことが 出來 たので ある。 

以 aJ にもまして 勝敗を 決定的なら しめる 最後の ものは 人間の 精神力で ある。 經濟 も、 科學 も、 
技術 も、 生產 も、 それは 悉く 人間の 精神力に ょるの' である。 之に ついても、 ゲルマン 民族に ^ 
する 奉仕の 念に 燃える ナチ ス . ドイツの 人達の 精神力と、 個人主義 的、 打算的 立場に ある 自由 
主義 諸國の 人々 の 精神力との 間に 霄壞の 差の ある ことは 申す 迄 もない。 

今や歐洲に於ける動亂は、この勝敗の決を_實に於て我々の眼前に提示しつゝある。こ、に 
も 我等は ナチ ス .ドイツの 空に 對す るか ^ やかし い 地理 建設を 見る ことが 出來 るので ある。 

以上を 要するに、 ナチ K の 新ら しい 地理 觀は 、從來 の 阈境 、資源、 乃至は 海洋 等に 對する 誤 
まつた 觀念を 剔抉し、 そこに 具體 的な 新ら しい 阈境 、新ら しい 資源、 而し てまた 新ら しい 空間 
たる 空に、 ドイツの 新たなる 最觀 建設を 可能なら しめて 行つ たので ある。 

五、 •ナチ K の 地 «邃跤 
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ナチ K の 地 Rt tt 81 

結、 言 ■ 

以上 ナチ K の 地理 建設に ついて 述べて 来たが、 その 特色を 一言に して 盡せば 、從來 の 世 犀 觀 
の 轉換に ある。 ゲルマン 民族の uberalls に 對 する 絕對の 信仰に 基礎を 置く 新ら しい 地理 觀に 
立つ 地理 建設で ある。 民族に すべての 焦點を 合せ、 この 民族ょり すべてを 考 へんと した もの 
である。 これは 從來の 個人主義 的 自由主義の 立場に 對 する 极底 的な 批判で あり、 而し てまた そ 
れが正當であつたことは、ナチス.ドィッ今日の勝利の事實を見ても充分該解出來るところで 
ある。 

併し乍ら、 我々 として こ、 に 深く 考へね ばなら ぬ ことは、 この 「民族」 に 重點を 置く 考へ方 
である •ナチ スが 民族に 重點 を® いて ゐるか ら 、我々 も 亦 民族ょり 出發せ ねばならぬ と考 へる 
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ことは、 极本 的に 誤りで ある。 ドィツは 民族 以外に その 絕對 性を 考へ 、人心の 歸結 を考 へる 中 
心を 有して ゐな かつた が 故に、 民族 以 K に 出る ことが 出來 なかつ たので ある。 彼等の 達し 得る 
最高の 境地が、 實に 「民族」 であった ので ある。 

ユダヤ 敎の 發展 としての キリスト 敎に 於て は 唯一 最高 絕對 なる ものを エホバに 求めた。 しか 
し エホバは 現實 には 具現して ゐ ない 天の 彼方に ある 抽象的 神で あり、 地に 足場を 有しない 费遍 
的な神である。この抽象的、费遍的なる神の中間に、具椏的な土地に极ざす「民族」を介在せ 
しめ、 それに 歸結を 求めた のが ナチ スで あつた* こ、 に 從來の 抽象的なる 世琚觀 に 具體 性が 與 
へられた。 併し乍ら その 考へが 民族に 固着して ゐる 以上、 歐洲新 秩序の 建設を 考へ るに 當つて 
も、 ゲルマン 民族に よる 指導と いふと ころより ー步も 出られず、 矢張り そこには 從 來のョ 1 P 
，パ 的强權 主義の 淺滓が 存する ことを、 如何と もす る ことは 出來 ない。 

之に對し我が國には、無始無終、絕對の中心に±します 天皇の おはします あり、 御稜 威の 
もと 世界 萬 民み なすめ らみ たみと して、 そのと ころを 得る ところに、 すめら の 道が あるので あ 

• ナチ スの 地理 达 K 
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• ナチ スの地理达設 

り、 この 道 こそ 實に 最高 絕對の 境地に 外なら ない • 

我等の 究極の 目的は、 皇道を 世界に 宣布し、 八紘一宇の 御 聖旨を 世界に 具現す るに ある。 こ 
こにはも早現在云はれてゐるが如き意味に於ける民族の槪念は存在しない。すべてみな「すめ 
ら みたみ」 として 御稜 威を 仰ぐ 世界が そこに ある •我等の 日本 地理 學は 、か、 る 世界 眞秩 
序 建設に 積極的に 參與 する、 新時代 創造の 計® に 方向を 指示す る、 ■創造せ ら るべき 正しき 歷史 
に 指針を 與へ るが ごとき ものであるべ 名で ある。 この場合、 我等の 地理 學は 、もはや 西洋 流に 
ボリ ティ ー クの 名を 以て 呼ばるべき ものでは ないで あらぅ。 最近 小 牧實繁 博士の 上梓せられ た 
「日本 地政學 宣言」 は、 このす めら 地理 學の 使命を 我等の 眼前に 明示せられ てゐ る。 (終) 
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